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第１ 公共施設等総合管理計画策定の背景と目的 

１ 背景 

本町は、昭和 31 年に地勢、交通などにおいて密接な関係にあった旧福崎町、

田原村、八千種村の１町２村が合併して誕生しました。合併前・合併後ともに

多様化する町民サービスの向上を図るため、さまざまな公共施設を整備してき

ました。町制が開始されてから 60 年が経過しましたが、過去に整備してきた

公共施設の多くは建設から相当の年数が経過し、順次大規模な改修や建替えが

必要となることが見込まれています。 

一方で、将来的には人口減少や少子高齢化が進み、町税収入等の歳入の減少

は避けられない状況にあり、このままでは、現状の公共施設の維持管理や更新

投資等に十分に対応できず、安心して施設を利用していただくことが困難にな

るおそれがあります。また、時代とともに変化する公共施設に対する町民ニー

ズに適切に対応することも求められています。 

こうした状況を踏まえ、今後は、物理的な施設の使用可能期間を見据えなが

ら、既存の公共施設をできる限り有効に活用するとともに、各地域にどのよう

な公共施設が必要であるかについて、客観的なデータをもとに検討していく必

要があると考えています。 

 

２ 目的 

本計画は、本町の公共施設の全体像と施設類型別の保有状況、個別施設の管

理運営費・耐震化の状況などを明らかにすることを通じて、町民や議会、関係

団体との間で公共施設に関する問題意識を共有し、今後の施設の在り方の検討

を行うための基礎資料として活用するものです。 

 

３ 計画期間 

本計画の計画期間は、平成 29 年度から平成 58 年度までの 30 年間とし、計

画の進捗状況について、必要に応じて適宜フォローアップを行います。 
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【参考】 

公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進について 

平成26年4月22日総務大臣通知（総財務第74号） 

我が国においては、公共施設等の老朽化対策が大きな課題となっております。

地方公共団体においては、厳しい財政状況が続く中で、今後、人口減少等により

公共施設等の利用需要が変化していくことが予想されることを踏まえ、早急に公

共施設等の全体の状況を把握し、長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命

化などを計画的に行うことにより、財政負担を軽減・平準化するとともに、公共

施設等の最適な配置を実現することが必要となっています。また、このように公

共施設等を総合的かつ計画的に管理することは、地域社会の実情にあった将来の

まちづくりを進める上で不可欠であるとともに、昨今推進されている国土強靱化

（ナショナル・レジリエンス）にも資するものです。 

国においては、「経済財政運営と改革の基本方針～脱デフレ・経済再生～」（平

成25年６月14日閣議決定）における「インフラの老朽化が急速に進展する中、「

新しく造ること」から「賢く使うこと」への重点化が課題である。」との認識の

もと、平成25年11月には、「インフラ長寿命化基本計画」が策定されたところで

す。 

各地方公共団体においては、こうした国の動きと歩調をあわせ、速やかに公共

施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するための計画（公共施設等総合管理計

画）の策定に取り組まれるよう特段のご配慮をお願いします。 
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第２ 本町の概況 

１ 地勢 

本町は、古くから交通の要衝として発展してきた町で、南に広大な播磨平野

をひかえ、他の三方を美しい丘陵に囲まれ、市街地と山々の間はほとんどが農

地で、その中に集落が点在しています。また、住民の生活と密接に結びついた

清らかな水をたたえた多くのため池と、文化的歴史的遺産である社寺につつま

れた美しい町です。 

 

(１)地形的条件 

地形的にみると、本町は兵庫県の中央部からやや南寄りに位置し、周辺を緑

の山々で囲まれた盆地形状の町域となっています。町域は、東西 10.1km、南北

11.5km、総面積は 45.79 平方 km であり、北は市川町、南と西は姫路市、東は

加西市と隣接しています。中央部には清流「市川」が南北に流れており、西及

び北西、東側は山地、平野部は南方面に開けており、流域に農地と市街地が広

がっています。 

気候は、概ね瀬戸内海型に属し穏やかですが、内陸型気候の影響も受けてお

り、沿岸地域と比較して寒暖の差が大きくなっています。 

 

(２)交通条件 

交通条件は、播磨地域の中心都市である姫路市の中心部から約 17km の距離

にあり、極めて恵まれた交通立地条件を有しています。中国縦貫自動車道と播

但連絡道路が町のやや南側の中央部で交差し、「福崎インターチェンジ」をも

つ広域的な交通の要衝地となっています。鉄道については、姫路市と但馬地域

を結ぶ JR 播但線が、町の中央を南北方向に走っており、町内に福崎駅を有し

ています。その他の公共交通機関としては路線バスが走っており、地域公共交

通網の不足を補うためにコミュニティバスとしてサルビア号も運行していま

す。 

 

(３)歴史 

本町は、古くから風習や習慣を同じくし、地勢、交通などにおいて密接な関

係にあった旧福崎町、田原村、八千種村の 1 町 2 村が昭和 31 年に合併して現

在の福崎町となりました。 

以降、播但連絡道路や中国縦貫自動車道の開通後は、交通の要衝として福崎

工業団地などの民間開発が進み、内陸型の工業都市としての性格を強めるよう

になりました。その後も、車社会の進行に添うかたちで工業団地の拡張等が進

み、平成９年には福崎町東部工業団地が完成しました。町内への企業進出が進
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む中で、福崎ＩＣの交通需要の高まりからインターチェンジのアクセス機能の

強化に取り組み、(都)大門西治線（県道三木宍粟線）及び(都)中島井ノ口線の

整備を進めてきました。 

     

出所：「福崎町都市計画マスタープラン」より抜粋 
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２ 都市構造 

「福崎町第５次総合計画」（平成 26 年度～平成 35 年度）では、本町のめざ

すべき将来像の基本姿勢として「活力にあふれ 風格のある 住みよいまち・

福崎」を定め、つながりを大切にし、一つのまちにおいて、「住む・学ぶ・働

く」の３機能がさらに調和のとれているまちを目指しています。 

このようなまちづくりのあるべき姿と重点すべき視点に基づき策定した「福

崎町都市計画マスタープラン」では、将来像の実現に向けて「福崎らしいまち

づくり（コンパクトな市街地の形成と集落の活力維持）」を進めていくために、

本町で進めていく都市づくりの視点を、①柔軟な都市計画制度の運用による人

口減少の抑制、②中心市街地のにぎわいづくりと利便性を活かした産業の振興、

③地域資源を活かした観光の振興、④減災の視点を取り入れた安全・安心の確

保、を掲げています。 

同プランでは、今後、本町は、JR福崎駅周辺と町役場周辺を町の拠点として、

都市機能や公共施設の適切な配置によりコンパクトなまち形成に努めるとと

もに、地域公共交通の再編を含めた充実を図りながら、市街化調整区域につい

ては特別指定区域の活用などを行い集落の活力維持に努めることで本町の将

来都市像の実現に取り組んでいくことを掲げています。 

本計画においても、こうした既存計画との整合性をとりながら、施設の在り

方を検討していきます。 

 

出所：「福崎町第５次総合計画」より抜粋 
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出所：「福崎町都市計画マスタープラン」より抜粋 
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３ 人口推移と今後の見通し 

本町における昭和 55年（1980年）以降の人口推移をみると、昭和 55年（1980

年、18,089人）から平成 17年（2005年、20,669人）にかけて増加傾向にあり

ましたが、これをピークに減少に転じ、平成 22年（2010年）には 19,830人と

平成 17年（2005年）からの５年間で 4.1％減少しています。 

人口構成をみると、年少人口の減少、老年人口の増加が顕著であり、少子高

齢化が進んでいます。特に、昭和 55 年（1980 年）から平成 22 年（2010 年）

までに年少人口は 35.1％減少した一方で、65 歳以上人口は２倍以上に増加し

ています。高齢化率は、平成 22年（2010年）時点で 23.7％（平成 27年（2015

年）時点で 27.3％）となっています。 

また、将来人口の推計において、本町の人口は減少傾向が続き、平成 52 年

（2040 年）には 16,160 人（18.5％減少）になると予測されています。人口構

成を見ると、平成 52年（2040年）には、年少人口の割合は 10.2％、生産年齢

人口の割合は 54.8％にまで減少し、65 歳以上人口の割合は 35.0％まで上昇す

ると予測されています。 

本町では、平成 28年３月に福崎町人口ビジョンを策定し、こうした人口減

少に関する分析と将来の政策、施策の検討を行っています。人口問題を克服し、

活力あるまちを実現するために、今後各種施策を実行していくことで、平成 72

（2060年）年の人口規模を 1.7万人および生産年齢人口の割合を 54％とする

ことを目指しています。 

【人口推移と将来人口の推計】 

 
【出所】「福崎町人口ビジョン」より抜粋(平成 22 年までは「国勢調査」、平成 27 年から平成 52

年は社人研「日本の地域別将来推計人口（平成 25年 3 月 27日公表）」の推計値)  
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４ 財政状況 

（１）歳入の推移 

平成 27年度（2015年度）における歳入総額は 88億円と、平成 23年度（2011

年度）と比較して 10 億円増加しています。この４年間は、地方債や国・県支

出金の増加などにより、増加傾向にあります。 

歳入の内訳を財源別に見ると、町が国等に依存せず自己で調達する自主財 

源は、平成 27 年度（2015 年度）は 47 億円であり、平成 23 年度（2011 年度）

の 46億円と比較して１億円増加しています。 

また、依存財源である地方債、地方交付税、国・県支出金は、平成 23 年度

（2011 年度）27 億円から平成 27 年度（2015 年度）41 億円となり、14 億円増

加しています。これは、地方譲与税等、国庫支出金の増加や、公共下水道事業

による起債が増加したことによります。 

今後は人口減少等の影響により町税収入、地方交付税の減少が見込まれるた

め、本町の歳入は現在より減少することが見込まれます。 

 

【歳入の推移】 
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【自主財源と依存財源の推移】 

   

 

 

（２）歳出の推移 

本町の平成 27年度（2015年度）の歳出総額は 85億円と、平成 23年度（2011

年度）と比較して、10億円増加しています。 

歳出の内訳は、投資的経費等(災害復旧費、維持補修費含む)の構成割合は、

平成 23年度(2011 年度)は 15.3％でしたが、福崎駅周辺整備事業や田原小学校

体育館の建替え等により、平成 27年度(2015年度)には 19.7％に増加していま

す。 

社会保障関係費（扶助費）の構成割合は、平成 23年度（2011年度、 12.8％)

から平成 27年度（2015年度、12.0％)と大きな変化はみられません。一方、公

債費の構成割合は、平成 23年度（2011年度）は 12.1％でしたが、繰上げ償還

や過年度分の償還が進んできていることにより、平成 27 年度（2015 年度）に
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ただし今後は、65 歳以上人口の増加などにより、さらなる社会保障関係費（扶

助費）の増加や施設の維持更新費用の増加など、歳出の増加が見込まれる一方

で、人口減少等の影響で歳入の増加は見込みにくい状況にあることから、断続

的な行財政改革の立案と実行が必要不可欠と考えられます。 
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【歳出の推移】 

 

 
 

【投資的経費と維持補修費の推移】 
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【投資的経費の内訳】 

 

投資的経費は、平成 23年度は田原幼児園建設や町道中島井ノ口線道路改良によ

り、平成 26年度は多目的グランド（さるびあドーム）整備や高岡幼児園建設、

役場庁舎耐震改修により、平成 27年度は福崎駅周辺整備や田原小学校体育館建

設により、それぞれ大幅に増加しています。 

 

（３）主要財政指標の推移 

ア 財政力指数 

財政力指数は、地方公共団体の財政力を示す指数で、財政力指数が高いほど、

税収等の自己財源が多いことを表し、１を超えると地方交付税が交付されなく

なります。 

本町の財政力指数は、平成 27年度(2015年度)では 0.73と兵庫県平均の 0.60

と比較して高い水準となっています。また直近５年間では 0.73 前後の横ばい

で推移しています。 

【財政力指数の推移】 
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イ 経常収支比率 

経常収支比率は、地方税、普通交付税などのように使途が特定されておらず、

毎年度経常的に収入される一般財源（経常一般財源）のうち、人件費、扶助費、

公債費などのように毎年度経常的に支出される経費（経常的経費）に充当され

たものの占める割合です。この数値が高いほど、財政が硬直化している状況を

表します。 

本町の経常収支比率は、平成 27年度(2015年度)では 87.2％と兵庫県平均の

91.7％を下回っていますが、直近５年間では 87.9％から 87.2％へと 0.7％低下

しています。 

【経常収支比率の推移】 
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ウ 実質公債費比率 

実質公債費比率は、一般会計が税金で負担する地方債の元利返済度の大きさ

を比率で表す指標です。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19

年法律第 94 号）」における早期健全化基準は 25％、財政再生基準については

35％とされており、これらの比率以上になると、地方債の発行に当たり、一定

の制約が課されることとなります。 

本町の実質公債費比率は、平成 23 年度(2011 年度)の 13.3％から平成 27 年

度(2015 年度)の 12.1％へと低下していますが、平成 27 年度の兵庫県平均の

8.5％を上回っています。 

【実質公債費比率の推移】 

  

エ 将来負担比率 

将来負担比率は、一般会計が将来税金で負担すべき実質的な負債の大き   

さを比率で表す指標です。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」   

における早期健全化基準については、市町村（政令指定都市は除く。）は    

350％とされており、この比率以上になると、財政健全化計画の策定が義   

務付けられることとなります。 

本町の将来負担比率は、平成 23年度(2011年度)の 136.6％から平成 27年度

(2015 年度)の 153.9％へと上昇しています。また、平成 27 年度(2015 年度)の

兵庫県平均の 62.1％を大幅に上回っています。 

【将来負担比率の推移】  
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第３ 公共施設に関する現状と課題 

１ 公共施設の概況（総務省等公表資料に基づく他町比較） 

公共施設の状況に関する他団体比較 

本町が保有する公共施設を人口や産業構造などの態様が本町と類似して

いる町及び近隣の町と総務省等公表資料に基づいて比較しました。 

 

【公共施設（町営住宅及び小・中学校を除く。）面積 他町比較】   

（出所：「平成26年度公共施設状況調経年比較表」（総務省）、各町の住民基本台帳（平成28

年1月1日時点）より作成） 

 

小中学校、町営住宅以外（後述）の本町が保有する公共施設の面積につい

て、本町の人口1人当たり公共施設保有量（1.9㎡/人）1を他町と比較すると、

本町は二番目に少なくなっています。また、比較団体の平均（4.2㎡/人）と

比較しても、公共施設の保有量は少ない水準にあります。  

                         
1 本町の各種数値は次節以降で対象としている公共施設（Ｐ14～Ｐ17）と対象となる面積が

異なることなどから次節以降に記載する延床面積とは一致しません。 

福崎町 市川町 神河町 太子町 上郡町 新温泉町
比較5町平

均

本庁舎 3,508 2,679 4,352 2,530 11,004 3,645 5,203

消防施設 0 0 0 0 1,216 1,023 775

その他行政機関 0 0 3,848 11,213 22,838 2,590 6,630

その他行政財産 32,363 27,941 37,105 21,305 8,031 80,064 45,700

普通財産 1,734 1,161 14,825 3,206 10,516 9,973 9,329

合計 37,605 31,781 60,130 38,254 53,605 97,295 67,637
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【町営住宅戸数 他町比較】  

  

（出所：「平成26年度公共施設状況調経年比較表」（総務省）、各町の住民基本台帳（

平成28年1月1日時点）より作成） 

 

本町における町営住宅戸数は156戸、人口千人当たり戸数8.0戸/千人であ

り、他町と比較すると、上郡町（17.3戸/千人）に対しては少なくなってい

ますが、市川町（2.5戸/千人）、神河町（2.8戸/千人）、太子町（0.2戸/千人）、

新温泉町(6.3戸/千人)と比較すると多くなっています。また、比較団体５町

の平均（5.8戸/千人）と比較すると、町営住宅の保有量は比較的多い水準に

あります。 
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【幼稚園・保育所数 他町比較】 

 

（出所：「平成27年度学校基本調査」（兵庫県）、「平成26年度公共施設状況調経年比較

表」（総務省）、各町の平成27年度国勢調査（平成28年10月26日公表）より作成） 

 

本町における幼稚園・保育所は４施設、人口千人当たり施設数7.5施設/千

人であり、他町と比較すると、太子町（4.8施設/千人）と比較すると多くな

っていますが、市川町（24.9施設/千人）、神河町（17.2施設/千人）、上郡町

（17.5施設/千人）、新温泉町(9.7施設/千人)と比較すると少なくなっていま

す。また、比較団体５町の平均（14.8施設/千人）と比較しても、幼稚園・

保育所の合計の保有量は少ない水準にあります。 

 

【小学校数 他町比較】 
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（出所：「平成27年度学校基本調査」（兵庫県）、各町の平成27年度国勢調査（平成28

年10月26日公表）より作成） 

 

本町における小学校数は４校、人口千人当たり校数3.7校/千人であり、他

町と比較すると、太子町（1.7校/千人）と比較すると多くなっていますが、

市川町(7.0校/千人)、神河町(6.6校/千人)、上郡町(4.1校/千人)、新温泉町

(8.0校/千人)と比較すると少なくなっています。また、比較団体５町の平均

（5.5校/千人）と比較しても、小学校の保有量は少ない水準にあります。 

 

【中学校数 他町比較】 

 

（出所：「平成27年度学校基本調査」（兵庫県）、各町の平成27年度国勢調査（平成28

年10月26日公表）より作成） 

 

本町における中学校数は２校、人口千人当たり校数3.3校/千人であり、他

町と比較すると、神河町（3.0校/千人）、太子町(1.6校/千人)と比較すると

多くなっていますが、市川町(6.4校/千人)、上郡町（4.8校/千人）、新温泉

町（5.1校/千人）と比較すると少なくなっています。また、比較団体５町の

平均（4.2校/千人）と比較しても、中学校の保有量は少ない水準にあります。 
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２ 公共施設等の現状（本町の状況） 

（１） 対象とする公共施設等 

本町では、小中学校等の学校教育系施設、町民文化系施設、町営住宅、ス

ポーツ・レクリエーション系施設など、広く町民に利用される公共施設を保

有しています。 

本計画の対象とする公共施設等は、役場庁舎や文化センター・学校等の公

共建築物及び道路や上下水道等のインフラ施設とします。公共施設は、道

路・橋りょう・トンネル・上下水道施設などの公共インフラを除くものにな

ります（建物及び多目的ドームなどの工作物）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象施設】 
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【公共施設等】 
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《対象施設一覧》 

※建築物が複数ある場合、「竣工」はそのうち代表的な建築物のものを示しています。 

 

【町民文化系施設】（５施設）  

 

【社会教育系施設】（５施設） 

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

福崎町エルデホール エルデホール 1 1,796.72 2,714.45 1,884,240,324 福崎 平成4年 －

2 597.50

3 290.85

4 29.38

もちの木会館 八千種研修センター（もちの木会館） 1 433.16 603.98 96,148,000 八千種 昭和59年 －

2 170.82

福崎町文化センター（中央公民館） 文化センター（中央公民館） 1 1,206.85 2,071.68 125,886,000 福崎 昭和45年 未実施

2 821.71

3 43.13

サルビア会館 福崎町コミュニティセンター（サルビア会館） 1 248.88 450.08 63,352,000 田原 昭和53年 診断実施済

2 201.20 補強必要なし

陶芸館 陶芸館 1 59.83 59.83 7,467,500 福崎 平成4年 －

5,900.02 5,900.02 2,177,093,824

文化・集会施設

合計

施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

図書館 福崎町立図書館 図書館　本体 1 1,653.74 1,653.74 649,699,391 福崎 平成16年 －

1,653.74 1,653.74 649,699,391

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費(取得費) 地区 竣工(年度) 耐震補強

歴史民俗資料館 福崎町立歴史民俗資料館 1 336.46 50,201,602 田原 昭和57年 (文化財)

2

柳田國男・松岡家記念館 柳田國男・松岡家記念館 1 252.47 463.26 51,350,000 田原 昭和50年 未実施

2 210.79

柳田國男生家 柳田國男生家 1 75.50 75.50 7,550,000 田原 昭和49年 (文化財) ※

大庄屋三木家住宅 大庄屋三木家住宅 1 1,038.04 616,700,000 田原 平成16年 (文化財)

2

538.76 1,913.26 725,801,602

※は建物再調達価額基準建築単価表により算出

博物館等

合計

合計
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【スポーツ・レクリエーション系施設】（15施設） 

 

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

福崎町民第１体育館 福崎町民第１体育館 1 698.00 1,742.00 142,411,250 福崎 昭和50年 実施済

2 788.00

中2階 256.00

福崎町民第２体育館 第２体育館 1 1,079.00 194,220,000 福崎 昭和44年 未実施 ※

2

福崎町民第１グランド(公衆便所) 便所 1 34.79 34.79 11,781,000 田原 平成22年 －

倉庫（東側） 1 8.00 8.00 560,000 昭和49年

倉庫（西側） 1 8.00 8.00 250,000 昭和54年

福崎町民第２グランド(公衆便所) 便所 1 12.42 12.42 869,400 田原 昭和57年 － ※

さるびあドーム 管理棟 1 173.00 173.00 39,195,000 福崎 平成26年 －

ドーム 1 2,484.00 2,484.00 270,960,120

管理棟 154.00 154.00 58,599,379 福崎 平成8年 －

公衆便所（子供広場） 14.26 14.26

公衆便所（ゲートボール場） 21.00 21.00

ソフトボール場 本部席 17.40 17.40

スポーツ公園トイレ スポーツ公園トイレ 1 25.00 25.00 3,380,000 福崎 昭和59年

スポーツ公園クラブハウス スポーツ公園クラブハウス 88.80 88.80 17,900,000 福崎 平成4年

田原スポーツクラブ クラブハウス 田原ＳＣクラブハウス 1 59.62 59.62 6,778,600 田原 平成13年 －

4,842.29 5,921.29 746,904,749

※は建物再調達価額基準建築単価表により算出

合計

スポーツ公園(管理棟)

ｽﾎﾟｰﾂ施設

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

県民ふれあい広場(公衆便所) 便所 1 1.90 1.90 1,445,500 福崎 平成6年 － ※

休憩所（東屋）工作物 1 6.25 6.25

倉庫 1 20.65 20.65

宮の丘ふれあい広場(東屋) 東屋 1 4.00 67.50 4,520,000 福崎 平成7年 － ※

倉庫 1 20.50

休憩所 1 20.50

便所 1 22.50

春日ふれあい広場(公衆便所) 便所棟 1 4.00 4.00 1,200,000 八千種 昭和63年 －

管理棟 1 16.20 16.20 2,960,000 八千種 昭和62年 －

シャワー棟 1 9.72 9.72 4,637,000

便所棟 1 7.20 145.80 26,990,000

バンガロー（1～10号）4･5･6は使用していない 1 145.80 19.20 9,067,000

便所棟 1 12.00

食事棟 1 55.00 55.00 7,591,500 平成10年

調理棟 1 57.75 57.75 9,276,750

イーストパーク 便所 1 6.75 1,046,250 八千種 平成9年 － ※

パーゴラ 1

シェルター 1

管理棟（既存） 1 199.91 499.07 143,745,000 高岡 平成10年 －

2 223.56

3 75.60

調理棟（既存） 1 32.00 32.00 10,916,738 平成8年

四阿（既存）工作物 1 16.00 16.00 1,520,000 ※

食事棟（既存） 1 88.00 88.00 11,445,000 平成9年

調理棟（既存） 1 21.60 21.60 2,052,000 昭和44年 ※

洗面棟（既存） 1 21.00 21.00 1,995,000 ※

山小屋 1 230.40 230.40 53,880,000 平成12年

調理棟 1 85.80 85.80 20,065,000

食事棟 1 88.00 88.00 20,580,000

洗面・トイレ棟 1 62.75 62.75 14,675,000

1,548.59 1,555.34 349,607,738

※は建物再調達価額基準建築単価表により算出

合計

春日山キャンプ場

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・観
光施設

福崎町青少年野外活動センター
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【産業振興系施設】（４施設） 

 

【学校教育系施設】（８施設） 

 

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

もちむぎのやかた もちむぎのやかた 1 766.05 797.46 260,540,610 田原 平成6年 －

2 31.41

福崎町工業団地企業会館 福崎町工業団地企業会館 1 187.75 369.35 64,690,000 福崎 昭和62年 －

2 181.60

春日ふれあい会館 （春日ふれあい会館）農林業体験実習館 1 363.00 363.00 68,883,000 八千種 昭和62年 －

福崎町生活科学センター 生活科学センター 1 270.00 270.00 35,008,000 福崎 昭和46年 未実施

1,799.81 1,799.81 429,121,610

産業振興系施設

合計

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

田原小学校 校舎 1 1,068.30 4,297.95 422,578,000 田原 実施済

2 1,120.05

3 1,099.80

4 1,009.80

機械室棟 105.00 105.00

用務員室 32.00 32.00

屋外トイレ 36.00 36.00

物置 6.76 6.76

各１教室１階部分通路 2 180.00 180.00 28,284,000 昭和56年

3

体育館 1 1,323.97 1,343.77 352,133,040

2 19.80

プール 1 425.53 499.81 141,832,500

2 74.28

八千種小学校 校舎 1 1,301.62 3,584.45 955,462,660 八千種 －

2 1,154.50

3 1,001.33

PH 16.00

体育倉庫棟 80.00

機械室棟 15.00

ＬＰＧ庫棟 16.00

渡り廊下棟

プール 1 584.55 584.55 117,101,200 平成11年

体育館 1 1,165.00 1,341.55 259,061,400

2 176.55

南校舎 地階 42.00 1,936.875 534,150,000 高岡 診断実施済

1 667.75 補強必要なし

2 512.40 (北校舎）

3 591.15

PH 46.00

機械室 15.575

体育庫 60.00

北校舎 1 239.40 478.80 54,150,000

2 239.40

体育館 1 808.02 973.84 174,255,400

2 165.82

プール 1 548.20 548.20 31,232,000

学校

高岡小学校

昭和53年

（内管理棟68.00㎡）

平成6年

昭和54年

平成27年

平成18年

平成3年

昭和49年

平成2年

平成9年
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分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

北校舎 1 1,948.00 220,950,000 福崎 実施済

2

3

ポンプ室 4.00

南校舎A（東）棟 1 1,594.00 409,440,000

2

3

南校舎B（西）棟 1 1,588.00

2

3

体育倉庫 86.00 86.00

便所 40.00 40.00

体育館 1 1,137.49 1,332.14 188,318,900

2 194.65

プール 1 102.25 147.57 78,849,000

2 47.32

校舎 1 1,158.508 5,244.331 629,584,500 田原 実施済

2 1,139.508

3 1,139.508

4 1,139.508

PH 28.109

技術室棟 1 315.00

クラブ室棟 1 304.19

体育館 1 1,306.80 1,306.80 173,530,000

2

プール 1 150.00 150.00 63,900,000

校舎 1 4,614.75 5,507.437 697,232,000 福崎 －

2

3

4

技術室棟 1 315.00

クラブ室棟 1 203.25

自転車置場棟 283.20

体育倉庫棟 71.237

プロパン・ポンプ室棟 20.00

体育館（渡り廊下込み） 1 1,100.79 1,368.46 202,850,000

2 267.67

プール 1 103.50 151.68 75,085,000

2 48.18

エレベーター 1 22.962 91.848 39,849,000

2 22.962

3 22.962

4 22.962

31,355.82 36,509.82 5,849,828,600

福崎小学校

福崎東中学校

学校

福崎西中学校

合計

昭和60年

昭和59年

昭和53年

昭和62年

昭和55年

昭和55年

昭和55年

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

給食センター本棟 1 1,178.29 1,458.17 685,650,000 田原 平成15年 －

2 279.88

車庫 1 96.00 96.00

ＬＰＧ庫 1 11.68 11.68

自転車置場 1 5.38 5.38

ゴミ置場 1 3.82 3.82

段ボール庫 1 3.82 3.82

福崎東部学童保育園 福崎東部学童保育園 1 180.36 180.36 21,389,550 田原 平成24年 －

1,759.23 1,759.23 707,039,550

福崎町給食共同調理センター

その他教育施設

合計
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【子育て支援施設】（４施設） 

 

 

【保健・福祉施設】（５施設） 

 

 

  

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

八千種幼児園 園舎 1 571.81 1,058.86 133,550,747 八千種 平成25年 －

園舎（旧） 1 487.05 139,668,000 平成6年

高岡幼児園 園舎 1 745.37 766.16 220,510,336 高岡 平成26年 －

便所・倉庫 1 20.79 2,079,000 平成元年 ※

田原幼児園 園舎（新設） 1 1,701.76 2,350.51 295,438,468 田原 平成23年 －

園舎（既存） 1 648.75 141,213,000

福崎幼児園 園舎（新設） 1 684.73 684.73 215,149,690 福崎 平成20年 －

園舎（既存） 1 677.04 733.93 151,050,000 昭和62年

2 33.21

屋外トイレ 1 11.84

屋外倉庫 1 11.84

5,594.19 5,594.19 1,298,659,241

※は建物再調達価額基準建築単価表により算出

認定こども園

合計

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

養護老人ホーム 住居棟 1 1,455.08 184,751,000 田原 昭和53年 診断実施済

2 補強必要なし

ドーム 1

老人憩いの家文珠荘 老人憩の家文珠荘 1 716.26 1,413.22 613,817,130 田原 平成8年 －

2 684.66

R 12.30

第１老人ディサービスセンター 第１デイサービスセンター 1 594.20 682.45 188,490,000 福崎 平成7年 －

車庫・ボイラー室 1 88.25

第２デイサービスセンター 1 900.02 1,172.10 268,192,050 八千種 平成11年 －

倉庫・車庫・カーポート 1 210.83

2 61.25

3,267.77 4,722.85 1,255,250,180

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

保健施設 福崎町保健センター 福崎町保健センター 1 911.67 125,592,000 田原 昭和60年 －

2

911.67 125,592,000

高齢福祉施設

第２老人デイサービスセンター

合計

合計
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【行政系施設】（７施設） 

 

  

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費(取得費) 地区 竣工(年度) 耐震補強

庁舎 1 1,414.88 3,458.23 619,703,815 田原 昭和52年 実施済

2 614.40

3 719.46

R 53.50

プロパン庫 3.93

倉庫 189.11

車庫 198.00

車庫 161.70

車庫 103.25

福崎町役場第２庁舎 第２庁舎 1 291.85 291.85
13,390,000

（土地27,910,000）
田原 昭和50年 診断済

補強の必要
なし

3,750.08 3,750.08 633,093,815合計

福崎町役場庁舎

庁舎等

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

福崎町第1防災備蓄倉庫 福崎町第１防災備蓄倉庫 1 211.63 37,747,500 八千種 平成11年 －

2

福崎町第2防災備蓄倉庫 福崎町第２防災備蓄倉庫（既設事務所） 1 59.54 145.04 19,499,900 高岡 平成11年 －

福崎町第２防災備蓄倉庫（既設倉庫） 1 85.50

福崎町第3防災備蓄倉庫 福崎町第3防災備蓄倉庫 1 32.00 32.00 12,586,470 福崎 平成28年

姫路市中播消防署 1 1,092.91 196,723,800 福崎 昭和51年 実施済 ※

2

3

訓練塔 1 80.00 80.00 12,400,000

危険物倉庫 1 35.84 35.84 2,508,800

コミュニティ消防センター コミュニティ消防センター 1 631.00 94,554,000 福崎 平成元年 － ※

2

3

292.88 2,228.42 376,020,470

※は建物再調達価額基準建築単価表により算出

合計

消防・防災施設

姫路市中播消防署
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【町営住宅】（10 施設） 

 

 

 

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

西野団地 西野団地① 1 155.60 256.70 5,869,449 田原 昭和43年 未実施

西野団地② 1 101.10

田尻団地 （一期）１５戸 1 238.68 1,139.13 293,963,250 田原 平成12年 －

2 220.55

3 220.55

4 220.55

5 220.55

6 18.25

機械室等 46.00 46.00

（二期）１９戸 1 296.61 1,467.41 299,757,885 平成14年

2 292.70

3 292.70

4 292.70

5 292.70

自転車置き場 1 58.80 58.80

大門団地 大門団地① ４戸 1 144.00 144.00 1,296,000 田原 昭和31年 未実施

大門団地② ６戸 1 186.00 186.00 2,516,880 昭和36年

塚本団地 １２戸 1 810.84 837.01 179,739,000 八千種 平成16年 －

2

プロパン庫 1 7.56

自転車置き場 1 18.61

新町団地 新町団地① １２戸 1 432.00 432.00 3,888,000 福崎 昭和29年 未実施

新町団地② ６戸 1 216.00 216.00 1,944,000 昭和31年

馬田団地 馬田団地① 1 211.00 5,227,761 福崎 昭和43年 未実施

馬田団地② 1

第２馬田団地 第２馬田団地 １２戸 1 609.60 41,168,000 福崎 昭和50年 未実施

2

山崎団地 山崎団地① ６戸 1 216.00 216.00 1,944,000 福崎 昭和29年 未実施

山崎団地② １０戸 1 360.00 360.00 3,240,000 昭和31年

山崎団地③ １１戸 1 396.00 396.00 3,643,900 昭和33年

山崎団地④ １０戸 1 360.00 360.00 5,396,400 昭和36年

駅前団地 駅前団地 1 625.08 45,277,100 福崎 昭和49年 診断実施済

2 補強必要なし

3

西治団地 西治団地 ８戸 1 288.00 28,800,000 福崎 昭和32年 未実施 ※

6,115.05 7,848.73 923,671,625

※は建物再調達価額基準建築単価表により算出

町営住宅

合計
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【供給処理施設】（１施設） 

 
 

【下水道施設】（１施設） 

 

 

【その他】（10施設） 

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

供給処理施設 大貫不燃物中継基地 大貫不燃物中継基地 1 8.90 8.90 1,804,110 八千種 平成10年 －

8.90 8.90 1,804,110合計

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

コミュニティプラント 長目地区処理施設 1 210.49 253.71 610,338,860 田原 平成8年 －

B1 43.22

253.71 253.71 610,338,860

下水道施設

合計

分類 施設名 建築物名 階 床面積 延べ床面積 建設費 地区 竣工(年度) 耐震補強

ＪＲ福崎駅前公衆便所 駅前公衆便所 1 38.76 38.76 19,444,950 福崎 平成19年 －

辻川界隈公衆便所 辻川界隈公衆便所 1 72.45 72.45 43,929,500 田原 平成9年 －

田原文殊公衆便所 田原文殊公衆便所 1 19.87 19.87 9,995,400 田原 平成26年 －

社会教育八千種倉庫 埋蔵文化財倉庫 1 97.20 97.20 5,832,000 八千種 平成3年 － ※

福崎まつり機材倉庫 1 48.60 48.60 2,916,000 ※

歴史民俗資料館倉庫 1 195.34 195.34 12,410,000 平成11年

馬田公民館 馬田公民館 1 153.00 211.50 18,750,000 福崎 昭和48年

2 58.50

地区老人憩いの家 馬田老人憩いの家（やすらぎ荘） 5,150,000 福崎 昭和54年

馬田共同作業所 馬田共同作業所 1 45.29 45.29 7,097,775 福崎 平成4年

馬田農業近代化施設 馬田農業近代化施設 1 155.46 155.46 6,742,400 福崎 昭和50年

西野公民館 西野公民館 1 187.00 187.00 20,224,000 田原 昭和50年

西野々垣内公民館 西野々垣内公民館 1 69.20 69.20 7,800,000 田原 昭和49年

1,140.67 1,140.67 160,292,025

※は建物再調達価額基準建築単価表により算出

合計

その他
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（２） 類型別公共施設の保有状況 

本計画が対象とする施設数は 75施設、面積（総延床面積）83,472 ㎡で、

町民１人当たりでは4.3㎡となっています。 

 

【類型別公共施設の保有割合】（単位：㎡） 

 
 

【類型別公共施設の保有状況】 

 

延床面積では、学校教育系施設が最も多く、次いで町営住宅、スポーツ・

レクリエーション系施設、行政系施設となっています。施設数では、スポー

ツ・レクリエーション系施設が最も多く、次いで町営住宅、その他、学校教

育系施設となっています。  

（単位：延べ床面積は㎡）

順位 分類 延べ床面積 （構成比） 施設数 （構成比）
1 学校教育系施設 38,269 45.8% 8 10.7%
2 町営住宅 7,849 9.4% 10 13.3%
3 スポーツ・レクリエーション系施設 7,477 9.0% 15 20.0%
4 行政系施設 5,979 7.2% 7 9.3%
5 町民文化系施設 5,900 7.1% 5 6.7%
6 保健・福祉施設 5,635 6.8% 5 6.7%
7 子育て支援施設 5,594 6.7% 4 5.3%
8 社会教育系施設 3,567 4.3% 5 6.7%
9 産業振興系施設 1,800 2.2% 4 5.3%

10 その他 1,141 1.4% 10 13.3%
11 下水道施設 254 0.3% 1 1.3%
12 供給処理施設 9 0.0% 1 1.3%

83,472 100.0% 75 100.0%合計
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（３） 類型別・地区別の保有状況 

本町の施設の保有状況を類型別・地区別に示すと次のとおりです。 

地区別の施設の延床面積を見ると福崎地区及び田原地区が他の地区と比

較して多くなっています。地区別の１人当たり面積を見ると、福崎地区及び

高岡地区が他の地域と比較して多くなっています。 

 

【公共施設の配置状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人口は人（平成27年12月31日時点）、施設数は箇所、延べ床面積は㎡）
地区
人口
用途 施設数 延べ床面積 施設数 延べ床面積 施設数 延べ床面積

町民文化系施設 1 450 1 604 - -
社会教育系施設 4 1,913 - - - -
スポーツ・レクリエーション系施設 3 123 3 314 1 1,145
学校教育系施設 4 14,962 1 5,511 1 3,938
産業振興系施設 1 797 1 363 - -
子育て支援施設 1 2,351 1 1,059 1 766
保健・福祉施設 3 3,780 1 1,172 - -
行政系施設 2 3,750 1 212 1 145
町営住宅 3 3,298 1 837 - -
供給処理施設 - - 1 9 - -
下水道施設 1 254 - - - -
その他 4 349 1 341 - -

合計 27 32,026 12 10,422 4 5,994

地区
人口
用途 施設数 延べ床面積 施設数 延べ床面積

町民文化系施設 3 4,846 5 5,900
社会教育系施設 1 1,654 5 3,567
スポーツ・レクリエーション系施設 8 5,895 15 7,477
学校教育系施設 2 13,859 8 38,269
産業振興系施設 2 639 4 1,800
子育て支援施設 1 1,419 4 5,594
保健・福祉施設 1 682 5 5,635
行政系施設 3 1,872 7 5,979
町営住宅 6 3,714 10 7,849
供給処理施設 - - 1 9
下水道施設 - - 1 254
その他 5 451 10 1,141

- -
合計 32 35,030 75 83,472

7,734 19,614
福崎 合計

田原 八千種 高岡
7,694 2,979 1,207



 

29 

【公共施設の配置状況（人口一人当たりの施設数と延べ床面積）】 

 

  

地区
人口
用途 施設数 延べ床面積 施設数 延べ床面積 施設数 延べ床面積

町民文化系施設 0.000 0.06 0.000 0.20 - -
社会教育系施設 0.001 0.25 0.000 - 0.000 -
スポーツ・レクリエーション系施設 0.000 0.02 0.001 0.11 0.001 0.95
学校教育系施設 0.001 1.94 0.000 1.85 0.001 3.26
産業振興系施設 0.000 0.10 0.000 0.12 - -
子育て支援施設 0.000 0.31 0.000 0.36 0.001 0.63
保健・福祉施設 0.000 0.49 0.000 0.39 - -
行政系施設 0.000 0.49 0.000 0.07 0.001 0.12
町営住宅 0.000 0.43 0.000 0.28 - -
供給処理施設 - - 0.000 0.00 - -
下水道施設 0.000 0.03 - - - -
その他 0.001 0.05 0.000 0.11 - -

合計 0.004 4.16 0.004 3.50 0.003 4.97

地区
人口
用途 施設数 延べ床面積 施設数 延べ床面積

町民文化系施設 0.000 0.63 0.000 0.30
社会教育系施設 0.000 0.21 0.000 0.18
スポーツ・レクリエーション系施設 0.001 0.76 0.001 0.38
学校教育系施設 0.000 1.79 0.000 1.95
産業振興系施設 0.000 0.08 0.000 0.09
子育て支援施設 0.000 0.18 0.000 0.29
保健・福祉施設 0.000 0.09 0.000 0.29
行政系施設 0.000 0.24 0.000 0.30
町営住宅 0.001 0.48 0.001 0.40
供給処理施設 - - 0.000 0.00
下水道施設 - - 0.000 0.01
その他 0.001 0.06 0.001 0.06

- - - -
合計 0.004 4.53 0.004 4.26

2,979
八千種

7,734 19,614
合計

1,207
高岡

福崎

田原
7,694
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【類型別・地区別の公共施設の面積】 

 

 

【類型別・地区別の公共施設の1人当たり面積】 
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（４） 築年別の整備と耐震化の状況 

本町における公共施設の築年数は平均28年となっており、施設を適時適切

に修繕を行った場合でも建物の耐用年数は60年とされていることから、過去

に整備した施設は、耐用年数の半分程度が経過し、今後老朽化の進行が懸念

されます。 

その中でも、整備から40年以上を経過している施設は20施設（全体の

26.6％）、整備から30年以上40年未満経過している施設は13施設（全体17.3％）

あります。このように、老朽化が進み、今後30年で耐用年数の到来を迎える

施設は全施設の43.9％（面積比55.6％）を占め、将来の施設更新の課題の顕

在化が見込まれます。また、改修等による耐震化が未実施で、耐震性能が課

題となる要検討施設は12施設（7,289㎡）あります。これは、全施設の16.0％

（面積比8.7％）に当たり、将来の施設更新に加え、耐震性能の確保をどの

ように図るかについても課題となっています。 

 

【経過年数の状況(延床面積)】 
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【経過年数の状況(施設数)】 
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【築年別の整備と耐震化の状況】 

 

 
（出所：総務省による公共施設等更新費用試算ソフトを用いて作成）

（年度） 
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（３）インフラの保有状況 

① 道路 

本町では、高度成長時代の人口の増加や町民ニーズの拡大等に伴い、

多くのインフラの整備を進めてきました。農林道を含めた道路の総量

は、平成27年度末現在、総面積1,578,817㎡、総延長269,844ｍです。 

なお、道路は15年ごとに舗装替えを行うことが一般的であり、舗装

替えは必要に応じて実施していますが、今後も道路の舗装替えが必要

になります。 

 

道路種別 

 

路線数 
実延長

（ｍ） 

改良済 

延長 

（ｍ） 

改良率

（％） 

道路面積 

道路部（㎡） 

１級（幹線）

町道 

44  32,382.0  26,938.0  83.2  298,250.0  

２級（幹線）

町道 

30  15,760.0  11,543.0  73.2  102,204.0  

その他の町道 689  201,628.0  87,152.0  43.2  1,108,178.0  

農道 75  13,925.0   0.0  52,774.2  

林道 5  6,149.0   0.0  17,411.0  

合計 843  269,844.0  125,633.0  46.6  1,578,817.2  

  

② 橋りょう 

本町が管理する橋りょうは、平成27年度末現在、総面積9,971㎡、総

延長1,540ｍです。また、長さ区分別の橋りょう数と構造区分別の面積

は以下の通りです。 

【橋りょう数】 

長さ区分 

計(本) 
5m未満 5～10m 10～15m 

15ｍ 

以上 

133 51 18 14 216 

133 51 18 14 216 

 

【構造区分別の面積】 

構造区分 

合計（㎡） 
ＰＣ橋 ＲＣ橋 鋼橋 石橋 

木橋 

その他 

1,921 5,301 2,702 13 34 9,971 
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③ 上水道 

本町の上水道は、昭和38年より給水を開始しました。以後、今日ま

での人口増加をはじめ、生活水準の向上やライフスタイルの変化にと

もなって、水道の拡張事業を行ってきました。 

 

【上水道の整備状況】 

分類 主な構成施設 

上水道 管路、水源地、配水池、ポンプ場等 

 

上水道の普及率は、平成27年度末現在、99.5％です。主な整備済施

設・管路は、平成27年度末現在、管路189,917ｍ、２水源地、９配水池

です。 

節水機器の普及や人口減少に伴い今後の収益確保が難しくなること

が見込まれる中で、施設や管路等の維持更新を進めることが重要な課

題となっています。 

 

④ 工業用水道事業 

本町の工業用水道は、昭和52年より給水を開始しました。以後、工

場等の増加にともなって、工業用水道の拡張事業を行ってきました。 

 

【工業用水道の整備状況】 

分類 主な構成施設 

工業用水道 管路、水源地、配水池、ポンプ場等 

 

工業用水道の主な整備済施設・管路は、平成27年度末現在、管路

10,491ｍ、２水源地、１配水池です。 

 

⑤ 下水道 

本町の下水道施設のうち、公共下水道事業及び特定環境保全公共下

水道事業は平成17年から、農業集落排水事業は平成6年から、個別排水

処理事業は平成10年から順次供用を開始しています。 

 

【下水道の整備状況】 

分類 主な構成施設 

下水道 管路、マンホール、処理場等 
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平成27年度末現在における下水道普及率は79.5％、汚水処理人口普

及率は100%であり、管路を184,000ｍ整備しています。 

公共下水道事業及び特定環境保全公共下水道事業については、処理

区域内における整備率が100％、水洗化率は73.3％となっています。 

農業集落排水事業及び個別排水処理事業についても、処理区域内に

おける整備率は100％となっています。 

下水道事業の構造上、先行投資が多額となるため、いずれの事業に

おいても下水道使用料のみでの事業運営は困難であり、一般会計から

の継続的な支援（補助）等が必要となっています。 
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（４）公共施設等の将来の更新費用試算 

現状の公共施設等を全て保有し続ける場合に公共施設等の更新費用が将

来、本町の財政にどのような影響を及ぼすかを試算します。試算はふるさ

と財団が公開している「公共施設更新費用試算ソフト」を用いて一定の単

価など定められた前提条件に基づいて行います。 

 

① 前提条件 

（ア）公共施設 

今後40年間、このまま施設を全て保有し続けるとして次の前提条件に

より試算を行います。 

前提条件 

ふるさと財団による公共施設等更新費用試算ソフトを用いて試算 

（算定方法） 

 目標耐用年数を 60年と仮定し、建替えまでの中間である 30年後に大

規模改修、竣工年から 60年後に建替えを行うとする。 

 大規模改修及び建替えに要する費用は次の単価表に更新対象となる施

設の面積を乗じた金額とする。 

 

（対象施設） 

 本計画において対象とする公共施設を全て現状の面積で今後も保有す

るとする。なお、その他の類型に含まれている施設についてはその他

の単価を用いている。 

【単価表】 
 

（万円/㎡） 

類型 大規模改修 建替え 

町民文化系施設 25  40  

社会教育系施設 25  40  

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 20  36  

産業振興系施設 25 40 

学校教育系施設 17  33  

子育て支援施設 17  33  

保健・福祉施設 20  36  

行政系施設 25  40  

町営住宅 17  28  

供給処理施設 20 36 

その他 17  28  

（出所：ふるさと財団による公共施設等更新費用試算ソフトの前提条件） 
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（イ）インフラ 

道路については、今後40年間、このまま現在敷設している道路をそのま

ま維持し続けるとして次の前提条件により試算を行います。 

前提条件 

ふるさと財団による公共施設等更新費用試算ソフトを用いて試算 

（算定方法） 

 １年当たり更新費用＝敷設面積÷15年×4,700円/㎡ 

橋りょうについては、平成24年度策定の「道路橋長寿命化修繕計画」で

の試算結果を使用します。 

なお、トンネル及び上下水道については試算が困難であることから試算

の対象外としています。 
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② 試算結果 

（ア）公共施設 

本計画において対象とする公共施設をこのまま全て保有し続ける場合、

今後40年間で総額367.6億円、年平均9.2億円のコストが必要となります。

本町が公共施設等の更新に充てた費用の直近５年間の年平均は4.77億円

です。 

また、平成37年度（2025年度）にかけては既存の施設の大規模改修に多

額の費用がかかるほか、平成41年度（2029年度）以降耐用年数を迎えた施

設の建替え需要が徐々にかかるため、将来の公共施設等の更新に必要な財

源を十分に確保することが困難になることが見込まれます。 

このように、将来の更新費用とその財源確保の面から判断して、全ての

施設等の維持が困難であることが想定されます。 

 

 

（イ）インフラ（道路） 

今後40年間、現在敷設している道路をそのまま維持し続ける場合、40年

間で総額189.1億円、年平均4.7億円となります。これは道路に係る現状の

投資的経費の3.6億円の約1.3倍です。何も対策を講じなければ将来のイン

フラの更新に必要な財源を十分に確保することが困難になることが見込

まれます。 
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40 

【将来の公共施設の更新費用の推計】 

 
（出所：総務省による公共施設等更新費用試算ソフトを用いて作成）

（年度） 
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41 

 

【将来の公共施設の更新費用の推計(道路)】 

 

（出所：総務省による公共施設等更新費用試算ソフトを用いて作成） 

  

（年度） 
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42 

 

 

【将来の公共施設の更新費用の推計(公共施設、道路)】 

 

（出所：総務省による公共施設等更新費用試算ソフトを用いて作成） 

 

（年度） 
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【将来の公共施設の更新費用の推計(橋りょう)】 

 

（出所：兵庫県神崎郡福崎町「道路橋長寿命化修繕計画」より抜粋） 

 

橋りょうについては、長寿命化修繕を実施せず、現在保有している橋梁

そのまま維持した場合（対症療法型）、平成25年度（2013年度）からの100

年間で総額91億円、年平均0.9億円が必要となります。これは橋りょうに

かかる現在の投資的経費0.5億円の約2.0倍です。 

それに対し、長寿命化修繕を実施した場合には平成25年度（2013年度）

からの100年間で総額21億円、年平均0.2億円が必要となります。 
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第４ 公共施設等の管理に関する基本的な考え方 

本町の公共施設等を取り巻く課題を乗り越え、安心安全な町民サービスを持

続可能なものとして提供するために、公共施設等の管理に関する基本的な７つ

の方針を定めました。 

 

１ 点検・診断等の実施方針 

（１）公共施設 

公共施設の適時・適切な保全等のためには、日常的・定期的な点検・診断

を行い、施設の状況を適時・適切に把握することが前提となります。 

施設評価を踏まえた点検・診断等の優先度を施設ごとに設定した上で、そ

れぞれの施設の優先度に応じた水準の点検・診断を定期的に行い、その結果

と修繕履歴等に関する情報を施設担当課でまとめ、企画財政課に集約するこ

ととします。 

 

（２）インフラ 

道路・橋りょう・トンネル・公園・上水道・下水道のそれぞれの分野にお

いて必要なインフラの規模等を検討した上で、個別の長寿命化改修計画又は

投資計画、経営戦略等を策定し、策定した計画に基づいた効果的・効率的な

点検・診断を行います。 

 

２ 維持管理・修繕・更新等の実施方針 

（１）公共施設 

公共施設の維持コストは、①当初建築費用及び大規模改修等からなる資産

の減価償却費、②施設整備財源としての町債に係る利息、③維持管理費の 3

項目からなります。 

したがって、公共施設の維持コストを低減させるためには、当初建築費と

ともに維持管理費等を最適化することが必要になります。 

そこで、効果的・効率的な維持管理・修繕・更新等については次の取組み

を行います。 

・施設の更新の際には、施設類型をまたがった施設の複合化などによる効

果的・効率的な整備を検討します。 

・施設の優先度を設定した上で今後も積極的に維持していく施設について

は、事後保全ではなく、予防保全の考え方を取り入れ、保全計画に基づ
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いた保全を行います2。 

・光熱水費や清掃費、修繕費、備品・消耗品などの縮減を図るために部局

をまたがって、複数年契約や包括契約、同種の施設ごとの一括契約を進

めます。 

 

（２）インフラ 

道路・橋りょう・トンネル・公園・上水道・下水道のそれぞれの分野にお

いて必要なインフラの規模等を検討した上で個別の長寿命化改修計画又は

投資計画等を策定し、策定した計画に基づいた効果的・効率的な維持管理・

修繕・更新等を行います。 

 

３ 安全確保の実施方針 

（１）公共施設 

継続して保有する公共施設は、町民が安全に利用できるように配慮する必

要があります。そこで、次の取組みを行います。 

・劣化・損傷などにより安全面での危険性が認められた箇所は、施設の必

要性などを踏まえた上で、早期に修繕等の対応を行います。 

・不要となった施設等については、資源の再利用等を十分に検討した上で

施設周辺への安全性などを考慮して、適時・適切に除却します。 

 

（２）インフラ 

町民が日常的に使うインフラは、損傷等安全に利用できるように配慮する

必要があります。そこで、劣化・損傷などにより安全面での危険性が認めら

れた箇所については、優先度を踏まえた上で、早急に修繕等の対応を行いま

す。 

 

４ 耐震化の実施方針 

（１）公共施設 

安全確保の実施において特に重要となるのが耐震化です。地震などの災害

時に備えて十分な耐震性能が確保される必要があります。そのため、耐震診

断の結果等を踏まえて、十分な耐震性能の確保を図ります。 

耐震性能確保の方策検討の際には、施設自体の必要性等を見直した上で、

                         
2 例えば、耐震工事の際に更新時期の近い設備等の更新を行うことや、天井内の

配管を更新する際には天井撤去に伴う関連の工事を同時に行うことなどにより、

関連する他の保全工事を同時に行うことにより、工事の重複を少なくし、工事費

を縮減します。 
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他の施設との集約を含めた建替えや耐震補強など複数の選択肢から効果

的・効率的な整備手法を検討します。 

 

（２）インフラ 

インフラについても耐震化は重要であり、大規模地震発生時においてもラ

イフラインを町民に提供できるように、道路・橋りょう・トンネル・公園・

上水道・下水道のそれぞれの分野において必要なインフラの規模等を検討し

た上で個別の長寿命化改修計画又は投資計画、経営戦略等を策定し、策定し

た計画に基づいた耐震化等の対応を行います。 

 

５ 長寿命化の実施方針 

（１）公共施設 

公共施設の維持コストは「当初建築費用及び大規模改修等からなる資産の

減価償却費＋施設整備財源としての町債に係る利息＋維持管理費」からなり

ますが、年度当たりのコストは公共施設の使用年数を長くすることによって

低減されます。 

そのため、年度当たりの公共施設の維持コストを低減させるために、長寿

命化対策を行い、使用年数の延長を図ることを検討します。 

この点、社団法人日本建築学会編「建築物の耐久計画に関する考え方」に

よると公共施設の躯体の使用年数について、高品質の鉄筋コンクリート造の

場合は 100年以上、普通品質の場合は 60年以上が望ましいとされています。

これを参考として、施設評価を踏まえた優先度を設定した上で、一定の施設

については積極的に長寿命化を図り、60年以上の使用年数の確保に努めるこ

ととします。 

また、施設の長寿命化のためには、施設のハード面の長期化だけでなく、

施設の類型といったソフト面の対応力を高めるべく、将来の施設へのニーズ

の変化に柔軟に対応する必要があります。そこで、施設を整備する際には、

維持管理の容易な設計を検討するとともに、類型変更や区画変更が容易な設

計を検討することによって、将来の社会環境や町民ニーズの変化への対応力

を高めます。 

 

（２）インフラ 

道路・橋りょう・トンネル・公園・上水道・下水道のそれぞれの分野にお

いて必要なインフラの規模等を検討した上で個別の長寿命化改修計画又は

投資計画、経営戦略等を策定し、策定した計画に基づいた長寿命化を行いま

す。 
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６ 統合や廃止の推進方針 

（１）公共施設 

人口減少及び現状の施設の利用状況等を勘案すると、現状の公共施設の全

てが必要とは言い切れない状況です。また、ふるさと財団による公共施設等

更新費用試算ソフトを用いた試算結果によると、本町の公共施設をすべて更

新した場合、現在の投資的経費の水準の 1.9 倍の財源が必要とされており、

全ての公共施設を維持更新することは困難です。そのため、安心安全な町民

サービスを将来にわたって提供するためには、公共施設総量の縮減が必要で

す。 

そこで、地域活性化の観点は意識しつつも、公共施設（機能）の集約、廃

止等を検討する公共施設の適正化を進めるため、次の取組みを行います。 

・当初の設置目的にとらわれず、現在及び将来の町民ニーズを踏まえた公

共施設の再編を行う。 

・利用者が一部に限られる公共施設は自律（立）のまちづくりの観点から、

地域主体の地域運営を推進する。 

・民間事業者で代替可能な事業は、「公共施設」というハコモノにとらわ

れず、事業の外部委託などを検討する。 

・町の敷地や空きスペースを含めた公共施設の有効活用について民間事業

者から広くアイデアを募るほか、民間施設への入居、民間施設との合築

を検討する（公共施設の整備時を含む）。 

・全ての類型の公共施設を本町で整備するというフルセット主義から脱却

し、国・県・周辺団体との連携の可能性を検討する。 

 

上記の取組みにより、今後 30 年で延床面積ベースで約 10％程度縮減する

ことを目指します。 

なお、縮減の対象としない公共施設についても今後のあり方を踏まえた上

で、指定管理者制度の推進を検討します。 

 

（２）インフラ 

インフラにおいても人口減少、財政状況などを踏まえ、次の取組みを行い

ます。 

・必要性を精査した上で、新規投資の事業効果・効率を十分に検討した上

で整備を行う。 

・民間活力の導入推進を含めた効果的・効率的な管理運営・整備手法を検

討します。具体的には、従来の個別の業務委託に加え、長期的・総括的
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な管理等業務委託、PPP/PFIの導入などを検討する。 

・広域化など周辺団体等との官官連携の推進を検討する。 

・将来的に人口減少などにより著しい過疎化や無居住地区の発生の懸念が

ある場合には、町民の最低限必要なライフラインを考慮した上でインフ

ラの縮小についても検討を行います。 

 

７ 総合的かつ計画的な管理を実現するための体制の構築方針 

以上の各種基本方針に従い、公共施設及びインフラを総合的かつ計画的な管

理を推進するためには、次のように部局横断的な組織体制や財政面での体制の

構築が必要になります。 

 

（１）部局横断的な組織体制 

基本方針の推進には、組織的な体制の整備が必要になります。これまでは、

各施設の所管課で各施設を管理していましたが、今後は、部局横断的な管理

を行うための体制として次の取組みを行います。 

・施設に関する情報を施設マネジメントに集約し、総合的な観点から整

備・維持管理を行う。 

・「公共施設整備事前協議制度」（仮称）を導入し、公共施設を新設・改修・

更新する場合には施設マネジメント担当課との事前協議を行うことと

し、本計画との整合性や当該施設自体の必要性、町全体の観点からの効

果的・効率的な整備手法などについて検討する。 

・公共施設の整備等（再編、新設、更新、大規模改修等）は総合計画（実

施計画）を踏まえて行うこととし、実施計画に基づかない公共施設の整

備等は原則行わない。 

 

（２）財政面の体制 

基本方針の推進には、財政面での体制構築も必要となり、次の取組みを行

います。 

・日常点検・建物診断の結果や法定点検の結果を施設担当課と企画財政課

で情報共有し、ライフサイクルコスト縮減の観点も踏まえた上で、優先

順位を設定し、保全が必要と判断された項目については、適時・適切な

予算化を図る。 

・現状で無料又は管理運営コストに比べて著しく安価で利用されている施

設について住民福祉の観点を踏まえた上で受益者負担の見直しを検討

する。 

・公会計との連携を図ることによって管理運営費等のコスト情報の適切な
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把握に努める。 
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第５ 施設類型ごとの管理に関する基本的な方針 

１ 町民文化系施設 

（１） 文化・集会施設 

ア 施設の概要 

文化施設は５施設あり、町民の文化・教育の向上、地域社会の発展に寄与す

ることを目的としています。福崎町文化センター(中央公民館)は、耐震補強は

未実施です。 

 

【施設一覧】 

 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

福崎町エルデホール 福崎 2,714.45 平成4年 －

もちの木会館 八千種 603.98 昭和59年 －

福崎町文化センター（中央公民館） 福崎 2,071.68 昭和45年 未実施

サルビア会館 田原 450.08 昭和53年
診断実施済

補強必要なし

陶芸館 福崎 59.83 平成4年 －

5,900.02合計

文化・集会施設

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

※陶芸館の管理運営費は、福崎町文化センター(中央公民館)に含まれています。

24,033

2,782

8,114

1,922

-

0 10,000 20,000 30,000 40,000

福崎町エルデホール

もちの木会館

福崎町文化センター（中央公民館）

サルビア会館

陶芸館

（千円）

27,974
2,803

9,086

1,922

-

010,00020,00030,00040,000

（千円）

※

【受益者負担に係る情報】
利用者一人当たり使用料 受益者負担割合

14.1 

0.7

10.7

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

福崎町エルデホール

もちの木会館

福崎町文化センター（中央公民館）

サルビア会館

陶芸館

（％）109

1

23

-

-

020406080100120140

（円）
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ウ 各施設の状況 

 

  

【利用に係る情報】
年間総利用者数 平均稼働率

37.3 

40.1

41.6

55.7

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

福崎町エルデホール

もちの木会館

福崎町文化センター（中央公民館）

サルビア会館

陶芸館

（％）
36,040

15,742

42,768

10,795

280

010,00020,00030,00040,00050,000

（人）

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

％ 人

施設名 福崎町エルデホール

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 1.0 嘱託職員 3.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 1,231 円/人27,974 3,941 3,941 24,033 14.1 10,306

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

2 イベントホール 879 345 39.2 10,323

1 メインホール 879 375 42.7 21,531

4 スタジオAV室 879 209 23.8 1,002

3 洋室 879 382 43.5 3,184

円/人

平均稼働率 37.3 年間総利用者数 36,040

利用者一人当たり使用料 109 円/人 利用者一人当たり町負担額 667
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管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

％ 人

施設名 もちの木会館

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 142 円/人2,803 21 21 2,782 0.7 4,641

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

2 調理室 903 43 4.8 760

1 多目的ホール 903 450 49.8 7,864

4 会議室 903 191 21.2 2,389

3 図書室 903 876 97.0 1,432

5 和室 903 251 27.8 3,297

円/人

平均稼働率 40.1 年間総利用者数 15,742

利用者一人当たり使用料 1 円/人 利用者一人当たり町負担額 177
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管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

％ 人

施設名 福崎町文化センター（中央公民館）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 2.0 嘱託職員 2.0 臨時職員 1.0

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

円/㎡ 416 円/人9,086 972 972 8,114 10.7 4,386

稼働率 年間利用者数

2 小ホール 903 385 42.6 11,841

1 大ホール 903 230 25.5 9,589

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数

1,805

3 応接室 903 - - -

6 第１会議室 903 310 34.3 3,172

5 講義室 903 541 59.9 6,630

4 １階和室 903 194 21.5

8 ２階和室 903 129 14.3 1,441

7 第２会議室 903 310 34.3 3,394

10 西部子育て学習センター 200 200 100.0 4,896

9 パソコンルーム 903 - - -

12 科学センター講義室 - - - -

11 科学センター調理室 - - - -

円/人

平均稼働率 41.6 年間総利用者数 42,768

利用者一人当たり使用料 23 円/人 利用者一人当たり町負担額 190
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管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 55.7 年間総利用者数 10,795

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 178

5 ２階　研修室② 344 197 57.3 1,241

4 ２階　研修室① 344 186 54.1 804

3 ２階　会議室 344 212 61.6 5,885

2 １階　和室 344 99 28.8 869

1 １階　会議室 344 264 76.7 1,996

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

円/㎡ 98 円/人1,922 - - 1,922 - 4,270

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 サルビア会館
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エ 基本的な考え方 

福崎町文化センターは、竣工から45年以上が経過しています。施設の老朽状

況や利用状況等を踏まえ、現在の機能や提供サービス等について再検証を行い、

各機能別（ホール、会議室等）の必要面積を勘案した上で、耐震改修もしくは

施設の集約、統廃合の検討をします。 

福崎町エルデホールは、開館から20年以上が経過していることから、財政状

況を踏まえ、計画的に修繕します。                                                                

  

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 2.2 年間総利用者数 280

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 -

1 陶芸館 903 20 2.2 280

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 陶芸館
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２ 社会教育系施設 

（１） 図書館 

ア 施設の概要 

図書館は１施設あり、町民の教育と文化の発展に寄与し、「いつでも、だれ

でも、どこでも」学べる生涯学習社会の実現に向けて、地域社会と密接に結び

付いた活動を促進し、地域の学習活動の拠点となることを目的としています。 

 

【施設一覧】 

 
 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

 

ウ 各施設の状況 

 

 

エ 基本的な考え方 

福崎町立図書館は現在唯一の町立図書館で、社会教育活動の拠点として位置

づけられる施設であり、現在一定のニーズがあります。老朽化の程度に大きな

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

図書館 福崎町立図書館 福崎 1,653.74 平成16年 －

1,653.74合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

9,888

0 5,000 10,000 15,000

福崎町立図書館 （千円）
9,888

05,00010,00015,000

（千円）

【利用に係る情報】
年間総利用者数

平均稼働率

100.0

0 20 40 60 80 100

福崎町立図書館
（％）

100,025

040,00080,000120,000

（人）

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

％ 人

施設名 福崎町立図書館

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 2.0 嘱託職員 3.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 506 円/人9,888 - - 9,888 - 5,979

円/人

平均稼働率 100.0 年間総利用者数 100,025

利用者一人当たり使用料 0 円/人 利用者一人当たり町負担額 99
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問題は見られないことから、今後も適時・適切な点検・診断・予防保全を行い、

ハードの維持に努めます。 

 

（２） 博物館等 

ア 施設の概要 

博物館等は４施設あり、町民の歴史及び文化に対する認識を深め、文化財保

護意識の向上に資するとともに、これらを活用することにより、地域の振興に

資することを目的としています。 

 

【施設一覧】 

 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

ウ 各施設の状況 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

歴史民俗資料館 田原 336.46 昭和57年 (文化財)

柳田國男・松岡家記念館 田原 463.26 昭和50年 未実施

柳田國男生家 田原 75.50 昭和49年 (文化財)

大庄屋三木家住宅 田原 1,038.04 平成16年 (文化財)

1,913.26合計

博物館等

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

※1柳田國男生家のコスト情報は、柳田國男・松岡家記念館に含まれています。
※2管理運営費には、建築費等32,726千円は含まれていません。

4,900

7,988

-

780

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

歴史民俗資料館

柳田國男・松岡家記念館

柳田國男生家

大庄屋三木家住宅

（千円）
4,900

8,155

-

780

02,0004,0006,0008,00010,000

（千円）

※1

※2

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 251 円/人4,900 - - 4,900 - 14,563

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

施設名 歴史民俗資料館
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エ 基本的な考え方 

県指定文化財建造物及び博物館収蔵資料は、永久に後世へ伝えていく必要が

あります。 

今後も歴史及び文化に対する認識を深め、文化財保護意識の向上を図るため、

保存活用計画を策定し、計画的に修繕などを進めることで、長寿命化対策を行

い、年度当たりの公共施設の維持コストの低減、使用年数の延長を図ることと

します。 

また、大規模な改修が必要となった場合にも、文化財価値を損なうことのな

い水準を維持します。 

 

  

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 409 円/人8,155 167 - 7,988 - 17,604

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 1.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

施設名 柳田國男・松岡家記念館

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 柳田國男生家

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

円/㎡ - 円/人- - - - - -

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 40 円/人780 - - 780 - 751

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 大庄屋三木家住宅
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３ スポーツ・レクリエーション系施設 

（１） スポーツ施設 

ア 施設の概要 

スポーツ施設は９施設あり、体育、スポーツの振興を図り、町民の心身の健

康と体力の増強を促進することを目的としています。福崎町第２体育館は、建

築から45年以上経過していますが、耐震補強は未実施です。 

【施設一覧】 

 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

福崎町民第１体育館 福崎 1,742.00 昭和50年 実施済

福崎町民第２体育館 福崎 1,079.00 昭和44年 未実施

福崎町民第１グランド(公衆便所) 田原 50.79 平成22年 －

福崎町民第２グランド(公衆便所) 田原 12.42 昭和57年 －

さるびあドーム 福崎 2,657.00 平成26年 －

スポーツ公園(管理棟) 福崎 206.66 平成8年 －

スポーツ公園トイレ 福崎 25.00 昭和59年 －

スポーツ公園クラブハウス 福崎 88.80 平成4年 －

田原スポーツクラブ クラブハウス 田原 59.62 平成13年 －

5,921.29

ｽﾎﾟｰﾂ施設

合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

 グラフ上は表示していません。
※1福崎町民第1グランド(公衆便所)、福崎町民第2グランド(公衆便所)の管理運営費は、清掃委託料のみと少額のため、

※2管理運営費には、建築費等442,320千円は含まれていません。

3,833

-

-

-

6,418

2,701

0 2,000 4,000 6,000 8,000

福崎町民第１体育館

福崎町民第２体育館

福崎町民第１グランド(公衆便所)

福崎町民第２グランド(公衆便所)

さるびあドーム

スポーツ公園(管理棟)

（千円）5,676

434

-

-

6,418

6,295

02,0004,0006,0008,000

（千円）

※

※1

※2

【受益者負担に係る情報】
利用者一人当たり使用料 受益者負担割合

27.2 

100.0
-

-

-

22.0

0 20 40 60 80 100

福崎町民第１体育館

福崎町民第２体育館

福崎町民第１グランド(公衆便所)

福崎町民第２グランド(公衆便所)

さるびあドーム

スポーツ公園(管理棟)

（％）
51

53

-

-

-

56

0204060

（円）
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ウ 各施設の状況 

 

 

 

【利用に係る情報】
年間総利用者数 平均稼働率

※さるびあドームは平成27年度より稼働のため、平成26年度の利用情報はありません。

60.9 

14.1

-

-

-

-

0 20 40 60 80 100

福崎町民第１体育館

福崎町民第２体育館

福崎町民第１グランド(公衆便所)

福崎町民第２グランド(公衆便所)

さるびあドーム

スポーツ公園(管理棟)

（％）30,132

8,175

-

-

-

24,576

010,00020,00030,00040,000

（人）

※

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 60.9 年間総利用者数 30,132

利用者一人当たり使用料 51 円/人 利用者一人当たり町負担額 127

4 体育室 863 574 66.5 6,109

3 卓球室 3,145 1,557 49.5 4,008

2 トレーニング室 863 863 100.0 7,292

1 球技場 3,452 954 27.6 12,723

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

円/㎡ 196 円/人5,676 1,843 1,544 3,833 27.2 3,258

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 1.0 嘱託職員 2.0 臨時職員 0.0

施設名 福崎町民第１体育館
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管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 14.1 年間総利用者数 8,175

利用者一人当たり使用料 53 円/人 利用者一人当たり町負担額 0

1 球技場 3,452 488 14.1 8,175

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

円/㎡ 0 円/人434 434 434 - 100.0 402

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

施設名 福崎町民第２体育館

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺﾏ ｺﾏ ％

ｺﾏ ｺﾏ ％

％

円/人

平均稼働率 - 年間総利用者数

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 -

H27より利用

H27より利用

H27より利用2 さるびあドーム - - -

1 管理棟 - - -

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

円/㎡ 329 円/人6,418 - - 6,418 - 2,416

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 さるびあドーム
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エ 基本的な考え方 

スポーツ施設は、町民福祉・健康の増進に寄与することを目的として整備し

ているため、町民がスポーツ活動を行うことができるように、人口規模を踏ま

えて適切な量を維持します。 

竣工から45年以上が経過し、老朽化が進んでいる福崎町民第２体育館は、社

会開放している小中学校の体育館を含めた利用状況を勘案し、危険度が高まっ

た時点で廃止・撤去を含めた施設のあり方を検討します。 

その他の施設についても、今後の少子化、高齢化を鑑みて、施設の建替えを

行う際は、他の施設機能との複合化や集約化を前提として検討を行います。 

 

（２） レクリエーション系施設・観光施設 

 

ア 施設の概要 

レクリエーション系施設・観光施設は６施設あり、地域産業の振興や町民の

文化・教育の向上、地域社会の発展に寄与することを目的としています。春日

山キャンプ場は、大規模修繕の目安となる築30年を経過していますが、耐震補

強は未実施です。 

 

  

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 - 年間総利用者数 24,576

利用者一人当たり使用料 56 円/人 利用者一人当たり町負担額 110

3 ゲートボール場 - - - 226

2 ソフトボール場 - - - 18,197

1 テニスコート - - - 6,153

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

円/㎡ 138 円/人6,295 3,594 1,384 2,701 22.0 30,461

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 スポーツ公園(管理棟)
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【施設一覧】 

 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

ウ 各施設の状況 

 

 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

県民ふれあい広場(公衆便所) 福崎 28.80 平成6年 －

宮の丘ふれあい広場(東屋) 福崎 67.50 平成7年 －

春日ふれあい広場(公衆便所) 八千種 4.00 昭和63年 －

春日山キャンプ場 八千種 303.67 昭和62年 －

イーストパーク 八千種 6.75 平成9年 －

福崎町青少年野外活動センター 高岡 1,144.62 平成10年 －

1,555.34合計

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・観
光施設

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

※春日ふれあい広場(公衆便所)の管理運営費は、春日山キャンプ場に含まれています。

146

499

-

176

601

2,459

0 1,000 2,000 3,000 4,000

県民ふれあい広場(公衆便所)

宮の丘ふれあい広場(東屋)

春日ふれあい広場(公衆便所)

春日山キャンプ場

イーストパーク

福崎町青少年野外活動センター

（千円）146

499

-

176

601
3,738

01,0002,0003,0004,000

（千円）

※

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 7 円/人146 - - 146 - 5,063

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 委託
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 県民ふれあい広場(公衆便所)

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 宮の丘ふれあい広場(東屋)

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 委託
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 26 円/人499 - - 499 - 7,390
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施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 47.2 年間総利用者数 4,770

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 -

稼働率 年間利用者数

2 ふれあい広場（グランド） 3,900 2,262 58.0 3,383

1 ふれあい広場（テニスコート） 3,900 1,417 36.3 1,387

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数

施設名 春日ふれあい広場(公衆便所)

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 7.4 年間総利用者数 492

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 358

8 食事棟・調理棟 305 111 36.4 341

7 バンガロー10 305 8 2.6 20

6 バンガロー9 305 4 1.3 10

5 バンガロー8 305 2 0.7 5

4 バンガロー7 305 16 5.2 32

3 バンガロー3 305 2 0.7 5

2 バンガロー2 305 6 2.0 13

1 バンガロー1 305 32 10.5 66

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

円/㎡ 9 円/人176 - - 176 - 580

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 委託
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 春日山キャンプ場
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エ 基本的な考え方 

レクリエーション系施設・観光施設は、町民がレクリエーション活動を行う

ことができるように、人口規模を踏まえて適切な量を維持します。 

今後の少子化、高齢化を鑑みて、施設の建替えを行う際は、延床面積の縮減、

及び他の施設機能との複合化や集約化を前提として検討を行います。 

  

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 イーストパーク

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 31 円/人601 - - 601 - 88,999

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 福崎町青少年野外活動センター

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 126 円/人3,738 1,279 1,279 2,459 34.2 3,266
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４ 産業振興系施設 

（１） 産業振興系施設 

ア 施設の概要 

産業振興系施設は４施設あり、地域農業の振興と町の活性化に寄与すること

を目的としています。福崎町生活科学センターは、大規模修繕の目安となる築

30年を経過していますが、耐震補強は未実施です。 

 

【施設一覧】 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

 
 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

もちむぎのやかた 田原 797.46 平成6年 －

福崎町工業団地企業会館 福崎 369.35 昭和62年 －

春日ふれあい会館 八千種 363.00 昭和62年 －

福崎町生活科学センター 福崎 270.00 昭和46年 未実施

1,799.81合計

産業振興系施設

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

※管理運営費には、建築費等7,776千円は含まれていません。

5,687

2,147

3,834

3,952

0 2,000 4,000 6,000 8,000

もちむぎのやかた

福崎町工業団地企業会館

春日ふれあい会館

福崎町生活科学センター

（千円）※
5,687

2,147

4,324

4,584

02,0004,0006,0008,000

（千円）

【受益者負担に係る情報】
利用者一人当たり使用料 受益者負担割合

-

-

11.3

0.2

0 20 40 60 80 100

もちむぎのやかた

福崎町工業団地企業会館

春日ふれあい会館

福崎町生活科学センター

（％）-

-

352

3

0100200300400

（円）

【利用に係る情報】
年間総利用者数 平均稼働率

-

23.8

24.9

21.4

0 20 40 60 80 100

もちむぎのやかた

福崎町工業団地企業会館

春日ふれあい会館

福崎町生活科学センター

（％）
-

5,629
1,392

3,511

01,0002,0003,0004,0005,0006,000

（人）
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ウ 各施設の状況 

 

 

 
 

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 もちむぎのやかた

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 指定管理(利用料金制)
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 291 円/人5,687 - - 5,687 - 7,131

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

ｺﾏ ｺﾏ ％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 23.8 年間総利用者数 5,629

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 381

2 講義室 720 298 41.4 5,320

1 会議室 720 44 6.1 309

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

円/㎡ 110 円/人2,147 - - 2,147 - 5,813

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 指定管理(利用料金制)
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 福崎町工業団地企業会館
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エ 基本的な考え方 

産業振興系施設は、地域農業の振興と町の活性化を図り、産業振興に寄与す

る施設として位置づけられます。そのため、今後保全計画を策定し、計画的に

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

％ 人

円/人

平均稼働率 24.9 年間総利用者数 1,392

利用者一人当たり使用料 352 円/人 利用者一人当たり町負担額 2,754

3 調理室 305 111 36.4 806

稼働率 年間利用者数

2 和室 305 87 28.5 204

1 研修室 305 30 9.8 382

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数

円/㎡ 196 円/人4,324 490 490 3,834 11.3 11,912

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

施設名 春日ふれあい会館

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

％ 人

施設名 福崎町生活科学センター

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 1.0 嘱託職員 3.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 202 円/人4,584 632 11 3,952 0.2 16,978

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

2 講義室 614 153 24.9 1,922

1 調理室 614 110 17.9 1,589

円/人

平均稼働率 21.4 年間総利用者数 3,511

利用者一人当たり使用料 3 円/人 利用者一人当たり町負担額 1,126
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修繕や耐震補強を進めることで、長寿命化対策を行い、年度当たりの公共施設

の維持コストの低減、使用年数の延長を図ることとします。ただし今後の利用

状況を考慮し、施設の建替えを行う際は、延床面積の縮減、及び他の施設機能

との複合化や集約化を前提として検討を行います。 
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５ 学校教育系施設 

（１） 学校 

ア 施設の概要 

学校は６施設あり、そのうち４施設は小学校、２施設は中学校となっていま

す。 

【施設一覧】 

 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

田原小学校 田原 6,501.29 昭和54年 実施済

八千種小学校 八千種 5,510.55 平成3年 －

高岡小学校 高岡 3,937.72 平成6年
診断実施済

補強必要なし

福崎小学校 福崎 6,739.71 昭和53年 実施済

福崎東中学校 田原 6,701.13 昭和55年 実施済

福崎西中学校 福崎 7,119.43 昭和59年 －

36,509.82

学校

合計

【コストに係る情報】

管理運営費 町負担額

※管理運営費には、建築費等（田原小学校49,936千円、八千種小学校1,278千円、福崎小学校7,329千円）は含まれていません。

11,958

10,514

6,449

12,583

13,992

13,501

0 5,000 10,000 15,000 20,000

田原小学校

八千種小学校

高岡小学校

福崎小学校

福崎東中学校

福崎西中学校

（千円）※

※
1

※

※

11,958

10,514

6,449

12,583

13,992

13,501

05,00010,00015,00020,000

（千円）

【利用に係る情報】
総生徒数 学級用教室率

100.0

90.0

100.0

81.0

71.4

71.4

0 20 40 60 80 100

田原小学校

八千種小学校

高岡小学校

福崎小学校

福崎東中学校

福崎西中学校

（％）482

167

74

396

351

237

0100200300400500600

（人）
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ウ 各施設の状況 

 

 

 

 

 

 

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

室 ％ 人

施設名 田原小学校

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 612 円/人11,958 - - 11,958 - 1,839

総教室数 全学年のクラス数合計 学級用教室率割合 児童・生徒総数
一クラス当たり

平均生徒・児童数

人/クラス20 20 クラス 100.0 482 24

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

室 ％ 人

施設名 八千種小学校

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 538 円/人10,514 - - 10,514 - 1,908

総教室数 全学年のクラス数合計 学級用教室率割合 児童・生徒総数
一クラス当たり

平均生徒・児童数

人/クラス10 9 クラス 90.0 167 19

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

室 ％ 人

円/㎡ 330 円/人6,449 - - 6,449 - 1,638

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

施設名 高岡小学校

総教室数 全学年のクラス数合計 学級用教室率割合 児童・生徒総数
一クラス当たり

平均生徒・児童数

7 7 クラス 100.0 74 11 人/クラス
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エ 基本的な考え方 

学校は、義務教育の拠点としての機能を果たすことを目的としています。安

全・安心な学習の場を提供するために各教育施設の老朽化対策として長寿命化

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

室 ％ 人

施設名 福崎小学校

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 644 円/人12,583 - - 12,583 - 1,867

総教室数 全学年のクラス数合計 学級用教室率割合 児童・生徒総数
一クラス当たり

平均生徒・児童数

人/クラス21 17 クラス 81.0 396 23

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

室 ％ 人

施設名 福崎東中学校

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 717 円/人13,992 - - 13,992 - 2,088

総教室数 全学年のクラス数合計 学級用教室率割合 児童・生徒総数
一クラス当たり

平均生徒・児童数

人/クラス14 10 クラス 71.4 351 35

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

室 ％ 人 人/クラス14 10 クラス 71.4 237 24

総教室数 全学年のクラス数合計 学級用教室率割合 児童・生徒総数
一クラス当たり

平均生徒・児童数

円/㎡ 691 円/人13,501 - - 13,501 - 1,896

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

施設名 福崎西中学校
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が求められており、順次改修を行う必要があります。そのため、各施設の老朽

化度合いを考慮し、既存校舎は修繕にて対応しながら、早急に長寿命化計画策

定の調査・検討を進めます。 

 

（２） その他教育施設 

ア 施設の概要 

その他教育施設は２施設あり、そのうち１施設は給食共同調理センター、１

施設は学童保育園となっています。 

 

【施設一覧】 

 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

 

  

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

福崎町給食共同調理センター 田原 1,578.87 平成15年 －

福崎東部学童保育園 田原 180.36 平成24年 -

1,759.23合計

その他教育施設

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

33,323
961

0 10,000 20,000 30,000 40,000

福崎町給食共同調理センター

福崎東部学童保育園

（千円）

33,323
5,943

010,00020,00030,00040,000

（千円）

【利用に係る情報】
年間総利用者数 平均稼働率

-

100.0

0 20 40 60 80 100

福崎町給食共同調理センター

福崎東部学童保育園

（％）-

9,594

02,0004,0006,0008,00010,00012,000

（人）
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ウ 各施設の状況 

 

 

 

 

エ 基本的な考え方 

福崎町給食共同調理センターについては、施設の点検・診断、予防保全を適

時・適切に行うとともに、大型機器については更新・修繕を計画的に実施して、

長期的な施設の使用を図ります。 

福崎東部学童保育園については、利用人数が増加しており施設の拡張等を検

討していきます。両施設とも、今後も町に必要な機能として効果的・効率的な

管理運営の追求に努めます。 

  

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 1,707 円/人33,323 - - 33,323 - 21,106

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 8.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

施設名 福崎町給食共同調理センター

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

％ 人

施設名 福崎東部学童保育園

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 49 円/人5,943 4,982 3,117 961 52.4 32,951

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

1 児童室（２室） 288 288 100.0 9,594

円/人

平均稼働率 100.0 年間総利用者数 9,594

利用者一人当たり使用料 0 円/人 利用者一人当たり町負担額 100
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６ 子育て支援系施設 

（１） 認定こども園 

ア 施設の概要 

認定こども園は４施設あり、小学校就学前の子どもに対する教育及び保育並

びに保護者に対する子育て支援事業を総合的に推進し、地域における子どもの

健全な育成を図ることを目的としています。 

 

【施設一覧】 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

八千種幼児園 八千種 1,058.86 平成25年 －

高岡幼児園 高岡 766.16 平成26年 －

田原幼児園 田原 2,350.51 平成23年 －

福崎幼児園 福崎 1,418.66 平成20年 －

5,594.19

認定こども園

合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

※1管理運営費には、建築費等（八千種幼児園10,710千円、高岡幼児園208,842千円）は含まれていません。

2,674

1,935

5,937

3,663

0 5,000 10,000 15,000

八千種幼児園

高岡幼児園

田原幼児園

福崎幼児園

（千円）
※2

※2

※2

※2

※1

※1

4,798

3,472

10,651

6,572

05,00010,00015,000

（千円）

【受益者負担に係る情報】
園児一人当たり使用料 受益者負担割合

44.3

44.3

44.3

44.3

0 20 40 60 80 100

八千種幼児園

高岡幼児園

田原幼児園

福崎幼児園

（％）2,334

5,529
1,984

1,654

02,0004,0006,000

（円）

【利用に係る情報】
総園児数 定員充足率

89.2
51.5

82.5

81.4

0 20 40 60 80 100

八千種幼児園

高岡幼児園

田原幼児園

福崎幼児園

（％）
910

278

2,376

1,759

05001,0001,5002,0002,500

（人）
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ウ 各施設の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 八千種幼児園

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 3.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 4.0

円/㎡ 137 円/人4,798 2,124 2,124 2,674 44.3 4,531

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 高岡幼児園

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 2.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 2.0

円/㎡ 99 円/人3,472 1,537 1,537 1,935 44.3 4,532

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 304 円/人10,651 4,714 4,714 5,937 44.3 4,531

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 9.0 嘱託職員 2.0 臨時職員 8.0

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

施設名 田原幼児園

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 福崎幼児園

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 7.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 8.0

円/㎡ 188 円/人6,572 2,909 2,909 3,663 44.3 4,633
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エ 基本的な考え方 

認定こども園は、次世代を担う子どもたちを育てる拠点となることを目的と

しています。今後は施設の修繕等についての検討を進めるとともに、町に必要

な機能として効果的・効率的な管理運営に努めます。 
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７ 保健・福祉系施設 

（１） 高齢福祉施設 

ア 施設の概要 

高齢福祉施設は４施設あり、老人の心身の健康及び世代間交流、地域間交流

の増進を図ることを目的としています。 

 

【施設一覧】 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

 

  

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

養護老人ホーム 田原 1,455.08 昭和53年
診断実施済

補強必要なし

老人憩いの家文珠荘 田原 1,413.22 平成8年 －

第１老人デイサービスセンター 福崎 682.45 平成7年 －

第２老人デイサービスセンター 八千種 1,172.10 平成11年 －

4,722.85

高齢福祉施設

合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

-

11,188

98

131

0 20,000 40,000 60,000 80,000

養護老人ホーム

老人憩いの家文珠荘

第１老人デイサービスセンター

第２老人デイサービスセンター

（千円）
20,532

11,188

98

131

010,00020,00030,000

（千円）

【利用に係る情報】
年間総利用者数 平均稼働率

-

-

-

-

0 20 40 60 80 100

養護老人ホーム

老人憩いの家文珠荘

第１老人デイサービスセンター

第２老人デイサービスセンター

（％）
48

47,432
4,893

5,850

010,00020,00030,00040,00050,000

（人）
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ウ 各施設の状況 

 

 

 

 

 

 

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ - 円/人20,532 20,532 - - - 14,111

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 3.0 嘱託職員 7.0 臨時職員 0.0

施設名 養護老人ホーム

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

％ 人

円/人

平均稼働率 - 年間総利用者数 47,432

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 236

円/㎡ 573 円/人11,188 - - 11,188 - 7,917

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 指定管理(利用料金制)
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 老人憩いの家文珠荘

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

％ 人

円/人

平均稼働率 - 年間総利用者数 4,893

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 20

円/㎡ 5 円/人98 - - 98 - 144

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 指定管理(利用料金制)
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

施設名 第１老人デイサービスセンター
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エ 基本的な考え方 

高齢福祉施設は、高齢者の健康維持・増進活動の拠点としての機能を果たす

ことを目的としており、高齢化が進む中で施設の果たす役割は大きくなるもの

と考えられます。したがって、今後保全計画を策定し、計画的に修繕などを進

めることで長寿命化対策を行います。 

ただし今後の利用状況を考慮し、施設の建替えを行う際は、延床面積の縮減、

及び他の施設機能との複合化や集約化を前提として検討を行います。また、民

間への譲渡を行うなど民間活力の導入を検討します。 

 

（２） 保健施設 

ア 施設の概要 

保健施設は１施設あり、地域住民に密着した対人保健サービスの総合的な拠

点とし、町民が自主的に保健活動に参加し、健康づくりに寄与することを目的

としています。 

 

【施設一覧】 

 
 

イ 財務及び利用の状況 

 

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

％ 人

円/人

平均稼働率 - 年間総利用者数 5,850

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 22

円/㎡ 7 円/人131 - - 131 - 112

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 指定管理(利用料金制)
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 第２老人デイサービスセンター

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

保健施設 福崎町保健センター 田原 911.67 昭和60年 －

911.67合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

6,710

0 2,000 4,000 6,000 8,000

福崎町保健センター （千円）
7,260

02,0004,0006,0008,000

（千円）
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ウ 各施設の状況 

 

 

エ 基本的な考え方 

保健施設は、町民の健康維持・増進活動の拠点としての機能を果たすことを

目的としており、子育て支援から高齢者ケアまで、各世代支援の拠点として施

設の果たす役割は大きくなるものと考えられます。したがって、今後保全計画

を策定し、計画的に利便性を高めるための修繕を進めます。 

【利用に係る情報】
年間総利用者数 平均稼働率

32.1

0 20 40 60 80 100

福崎町保健センター
（％）

22,862

05,00010,00015,00020,00025,000

（人）

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

ｺ
ﾏ

ｺ
ﾏ

％ 人

％ 人

施設名 福崎町保健センター

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 5.0 嘱託職員 1.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 344 円/人7,260 550 - 6,710 - 7,963

No. 区分名称 利用可能枠数 利用枠数 稼働率 年間利用者数

2 運動指導室 480 97 20.2 5,114

1 事務室 480 480 100.0 3,000

4 健診室１ 480 95 19.8 3,576

3 健康相談室 480 308 64.2 308

6 検査室 - - - -

5 健診室２ 480 95 19.8 3,437

8 健康教育室１ 480 100 20.8 3,037

7 保健指導室 480 107 22.3 1,412

10 栄養実習室 480 87 18.1 2,858

9 健康教育室２ 480 18 3.8 120

円/人

平均稼働率 32.1 年間総利用者数 22,862

利用者一人当たり使用料 - 円/人 利用者一人当たり町負担額 294
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ただし今後の利用状況を考慮し、施設の建替えを行う際は、他の施設機能と

の複合化や集約化を前提として検討を行います。  



 

83 

８ 行政系施設 

（１） 庁舎等 

ア 施設の概要 

庁舎等は２施設あり、町民サービス等、行政事務を行うことを目的としてい

ます。 

【施設一覧】 

 
 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

ウ 各施設の状況 

 

 

 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

福崎町役場庁舎 田原 3,458.23 昭和52年 実施済

福崎町役場第２庁舎 田原 291.85 昭和50年
診断済

補強の必要なし

3,750.08

庁舎等

合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

※1管理運営費には、建築費等160,606千円は含まれていません。
※2福崎町役場第２庁舎の管理運営費は、福崎町役場庁舎に含まれています。

14,791
-

0 5,000 10,000 15,000 20,000

福崎町役場庁舎

福崎町役場第２庁舎

（千円）※1
14,791

-

05,00010,00015,00020,000

（千円）

※2

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 757 円/人14,791 - - 14,791 - 4,277

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 98.0 嘱託職員 14.0 臨時職員 3.0

施設名 福崎町役場庁舎

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ - 円/人0 - - - - -

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 10.0 嘱託職員 2.0 臨時職員 0.0

施設名 福崎町役場第２庁舎
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エ 基本的な考え方 

行政系施設については、修繕計画を策定し、計画的に修繕を行うことで長寿

命化対策を行い、年度当たりの公共施設の維持コストの低減、使用年数の延長

を図ることとします。 

本庁舎について建替更新を行う場合は、他の施設機能との複合化が考えられ

るため、周辺施設の建替え時期を踏まえた集約化を検討します。 
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（２） 消防・防災施設 

ア 施設の概要 

消防・防災施設は５施設あり、そのうち２施設は備蓄倉庫、１施設は消防署、

１施設は消防センターとなっています。 

 

【施設一覧】 

 

イ 財務及び利用の状況 

福崎町第１防災備蓄倉庫及び福崎町第２防災備蓄倉庫の管理運営費は、電気

代のみで少額となっています。また、姫路市中播消防署及びコミュニティ消防

センターの町負担額は、現在は事務委託料のみですが、今後施設の更新が見込

まれます。 

 

ウ 基本的な考え方 

消防・防災施設は、消防防災及び地域住民の福祉の向上を担っており、防災

に不可欠な施設です。ただし、施設の建替えを行う際は、他の施設機能との複

合化や集約化を前提として検討し、延床面積の縮減を検討します。 

  

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

福崎町第1防災備蓄倉庫 八千種 211.63 平成12年 －

福崎町第2防災備蓄倉庫 高岡 145.04 平成12年 －

福崎町第３防災備蓄倉庫 福崎 32.00 平成29年

姫路市中播消防署 福崎 1,208.75 昭和52年 実施済

コミュニティ消防センター 福崎 631.00 平成元年 －

2,228.42

消防・防災施設

合計
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９ 町営住宅 

（１） 町営住宅 

ア 施設の概要 

町営住宅は10施設あり、低廉な家賃で公営住宅を供給することを目的として

います。10施設のうち、８施設が築30年以上経過していますが、耐震補強は未

実施です。 

【施設一覧】 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 
ウ 各施設の状況 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

西野団地 田原 256.70 昭和43年 未実施

田尻団地 田原 2,711.34 平成14年 －

大門団地 田原 330.00 昭和31年 未実施

塚本団地 八千種 837.01 平成16年 －

新町団地 福崎 648.00 昭和29年 未実施

馬田団地 福崎 211.00 昭和43年 未実施

第２馬田団地 福崎 609.60 昭和50年 未実施

山崎団地 福崎 1,332.00 昭和29年 未実施

駅前団地 福崎 625.08 昭和49年
診断実施済

補強必要なし

西治団地 福崎 288.00 昭和32年 未実施

7,848.73

町営住宅

合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0 500 1,000 1,500 2,000

西野団地

田尻団地

大門団地

塚本団地

新町団地

馬田団地

第２馬田団地

山崎団地

駅前団地

西治団地

（千円）99

1,916
33

52

303

283

71

984

123

195

05001,0001,5002,000

（千円）

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

【利用に係る情報】
入居世帯数 入居率

85.7

100.0

70.0

100.0

83.3

100.0

75.0

78.4

83.3

100.0

0 20 40 60 80 100

西野団地

田尻団地

大門団地

塚本団地

新町団地

馬田団地

第２馬田団地

山崎団地

駅前団地

西治団地

（％）6

34

7

12

15

6

9

29

10

8

010203040

（世帯）
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管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 16,462 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 7 入居世帯数 6 入居率 85.7

円/㎡ - 円/人99 99 99 - 100.0 385

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 西野団地

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 56,345 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 34 入居世帯数 34 入居率 100.0

円/㎡ - 円/人1,916 1,916 1,916 - 100.0 707

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 田尻団地

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 4,766 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 10 入居世帯数 7 入居率 70.0

円/㎡ - 円/人33 33 33 - 0 101

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 大門団地
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管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 4,301 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 12 入居世帯数 12 入居率 100.0

円/㎡ - 円/人52 52 52 - 0 62

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 塚本団地

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 20,221 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 18 入居世帯数 15 入居率 83.3

円/㎡ - 円/人303 303 303 - 100.0 468

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 新町団地

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 47,151 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 6 入居世帯数 6 入居率 100.0

円/㎡ - 円/人283 283 283 - 100.0 1,341

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 馬田団地
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管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 7,843 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 12 入居世帯数 9 入居率 75.0

円/㎡ - 円/人71 71 71 - 100.0 116

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 第２馬田団地

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 33,939 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 37 入居世帯数 29 入居率 78.4

円/㎡ - 円/人984 984 984 - 100.0 739

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 山崎団地

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 12,318 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 12 入居世帯数 10 入居率 83.3

円/㎡ - 円/人123 123 123 - 100.0 197

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比
率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 駅前団地
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エ 基本的な考え方 

「福崎町公営住宅等長寿命化計画」に基づく、予防保全的な維持管理及び耐

久性の向上等を図る改善等を実施することにより施設の長寿命化を図ります。 

また、計画における建替事業の実施方針により、統廃合を含めた検討を進め

ます。 

  

  

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設の利用状況（平成26年度実績）

戸
世
帯

％

一入居世帯当たり使用料 24,339 円/世帯 一入居世帯当たり町負担額 - 円/世帯

居宅数 8 入居世帯数 8 入居率 100.0

円/㎡ - 円/人195 195 195 - 100.0 676

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 西治団地
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１０ 供給処理施設 

（１） 供給処理施設 

ア 施設の概要 

供給処理施設は１施設あり、町民に、不燃物（がれき類のみ）を投棄できる

場所を提供することを目的としています。 

 

【施設一覧】 

 
 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

 

ウ 各施設の状況 

 
 

エ 基本的な考え方 

施設の点検・診断、予防保全を適時・適切に行い、長期的な施設の使用を図

ります。 

  

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

供給処理施設 大貫不燃物中継基地 八千種 8.90 平成10年 －

8.90合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

1,922

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

大貫不燃物中継基地
（千円）

1,922

05001,0001,5002,0002,500

（千円）

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 大貫不燃物中継基地

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

円/㎡ 98 円/人1,922 - - 1,922 - 215,955
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１１ 下水道施設 

（１） 下水道施設 

ア 施設の概要 

下水道施設はコミュニティプラントであり、長目地区の生活環境の改善並び

に公衆衛生の向上を図り、併せて公共用水域の水質保全に寄与することを目的

としています。 

 

【施設一覧】 

 
 

イ 財務及び利用の状況 

   

 

 
ウ 各施設の状況 

 

 

エ 基本的な考え方 

長目地区コミュニティプラントについては平成30年度を目標に公共下水道

へ統合し、廃止する施設の利用についての検討を進めます。 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

下水道施設 コミュニティプラント 田原 253.71 平成8年 －

253.71合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

928

0 5,000 10,000

コミュニティプラント （千円）7,110

05,00010,000

（千円）

【受益者負担に係る情報】
一利用世帯当たり使用料 受益者負担割合

77.2

0 20 40 60 80 100

コミュニティプラント （％）63,115

020,00040,00060,00080,000

（円）

【利用に係る情報】
年間接続戸数

平均稼働率

-

0 20 40 60 80 100

コミュニティプラント
（％）

87

020406080100

（人）

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 48 円/人7,110 6,182 5,491 928 77.2 28,024

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 委託
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 コミュニティプラント
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１２ その他・インフラ等 

（１） その他 

ア 施設の概要 

その他の施設は10施設あり、そのうち３施設は公衆便所、１施設は倉庫とな

っています。 

【施設一覧】 

 

イ 財務及び利用の状況 

 

 

ウ 各施設の状況 

 

 

分類 施設名 地区
延べ床

面積（㎡）
竣工(年度) 耐震補強

ＪＲ福崎駅前公衆便所 福崎 38.76 平成19年 －

辻川界隈公衆便所 田原 72.45 平成9年 －

田原文殊公衆便所 田原 19.87 平成26年 －

社会教育八千種倉庫 八千種 341.14 平成11年 －

馬田公民館 福崎 211.50 昭和48年 －

地区老人憩いの家 福崎 0.00 昭和54年 －

馬田共同作業所 福崎 45.29 平成4年 －

馬田農業近代化施設 福崎 155.46 昭和50年 －

西野公民館 田原 187.00 昭和50年 －

西野々垣内公民館 田原 69.20 昭和49年 －

1,140.67

その他

合計

【コストに係る情報】
管理運営費 町負担額

※管理運営費には、建築費等9,995千円は含まれていません。

1,023

1,539

785

-

0 500 1,000 1,500 2,000

ＪＲ福崎駅前公衆便所

辻川界隈公衆便所

田原文殊公衆便所

社会教育八千種倉庫

（千円）

※

1,023

1,539

839

-

05001,0001,5002,000

（千円）

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 52 円/人1,023 - - 1,023 - 26,393

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 委託
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 ＪＲ福崎駅前公衆便所
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エ 基本的な考え方 

施設の点検・診断、予防保全を適時・適切に行い、長期的な施設の使用を図

ります。 

 

（２）道路 

ア 基本的な方針 

道路の新設については、必要性を十分に検討し整備を行います。既存

の道路については、維持管理コストや利用状況なども考慮しながら、維

持・修繕や今後の方針を検討します。 

日々の管理については、ライフサイクルコストの縮減を目指して点

検・診断・保全を行い、安全確保にも努めます。 

 

（３）橋りょう 

ア 基本的な方針 

「長寿命化修繕計画」に基づき、老朽化した橋りょうについて計画的

に修繕又は更新を行います。 

予防的な維持管理手法（予防保全）の考え方を取り入れ、橋りょうの

長寿命化を図り、将来に渡り橋りょうの維持管理にかかるライフサイク

ルコストの縮減を図ります。 

 

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％ 円/㎡ 79 円/人1,539 - - 1,539 - 21,242

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

施設名 辻川界隈公衆便所

管理運営の状況（平成26年度実績）

人 人 人

千
円

千
円

千
円

千
円

％

施設名 田原文殊公衆便所

1㎡当たり
管理運営費

町民一人当たり
町負担額(うち、使用料　Ｃ)

管理形態 直営
町職員の配置人数

一般職員 0.0 嘱託職員 0.0 臨時職員 0.0

管理運営費
Ａ

歳入
Ｂ

町負担額
Ａ－Ｂ

受益者負担比

率（Ｃ÷Ａ）

円/㎡ 40 円/人839 54 - 785 - 42,224



 

95 

（４）上水道 

ア 基本的な方針 

水道を安定して供給するため、適切な点検・診断・保全を行うととも

に、関連する計画をもとに施設等の耐震化や、老朽化した管路の更新を

行い、適正な維持管理に努めます。また、人口減少社会の中、廃止等を

含めた施設の選別を行います。 

 

（５）工業用水道 

ア 基本的な方針 

工業用水道を安定して供給するため、適切な点検・診断・保全を行う

とともに、関連する計画をもとに施設等の耐震化や、老朽化した管路の

更新を行い、適正な維持管理に努めます。管路の更新については、平成

28年度をもって第１次計画が終了したため、平成37年度からの第２次計

画に向かって準備を進めます。 

 

（６）下水道 

ア 基本的な方針 

下水道施設の管渠については、計画的な点検を行い、必要に応じて清

掃等適正な維持管理を実施します。 

浄化センターについては、水処理施設において主要機器の整備を計画

的に行い、機能維持と安定かつ良好な運転状態を確保します。また計画

的な膜の交換時期を検討します。 

施設全般においては、ストックマネジメント計画を策定し、下水道施

設の維持管理にかかるライフサイクルコストの縮減を図ることとしま

す。 

また、農業集落排水処理施設については、適切な点検、診断、修繕等

を行いながら長寿命化を図るとともに、公共下水道への統合を検討しま

す。 
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第６ フォローアップの実施方針 

１ PDCA サイクルに基づいたマネジメント 

総合管理計画で策定した各種方針を効果的・効率的に実行していくために、

Plan（計画）、Do（計画の実行）、Check（進捗管理）、Action（マネジメントの

改善）のサイクル（PDCAサイクル）に基づいたマネジメントを行います。 

公共施設の見直しの際には、施設類型ごとに配置状況、老朽化、耐震性、利

用状況やコストの観点から施設評価を検討します。 

施設評価に基づいて、本町における施設類型ごとの公共施設のあり方を検討

すると共に、PDCA サイクルの機能のひとつとしてマネジメントに活用します。 

また、総合管理計画は計画期間を30年としていますが、必要に応じて適宜進

捗状況を総合的に評価・検証し、計画を更新します。 

 

２ 町民及び町議会との情報共有 

公共施設等のあり方の見直しは今後の本町の自立したまちづくりにとって

非常に重要なものであり、計画の実行にあたっては町民や町議会などと情報を

共有し、共に進めることが重要と考えています。 

そのため、本計画の内容や趣旨について、町民・町議会・行政が共有し、共

に計画を推進できるように、町広報誌やホームページでの情報提供だけでなく

町議会等での定期的な報告等を進めていきます。 

 


